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･
　7 月 19 日～ 21 日にわたって、夏季セミナー 2016「言語・文学・社会―国際日本研究の試み」
が開催された。またこれにあわせて、国内外の大学院生の研究発表会とスタディ・ツアーを
あわせたサマースクールも開催された。
　夏季セミナーは 2012 年から始まり、今年が 5 回目である。今回はゲスト講師として、金
鍾徳氏（韓国外国語大学）、尹鎬淑氏（サイバー韓国外国語大学校）、李吉鎔氏（韓国中央大
学校）、蕭幸君氏（台湾東海大学）、タサニー・メーターピスィット氏（タマサート大学）、
ケーオキッサダン パッチャラポーン氏（タマサート大学）、笵淑文氏（国立台湾大学）、徐
翔生氏（国立政治大学）、徐一平氏（北京外国語大学）、趙華敏氏（北京大学）、リム ベンチ
ュー氏（シンガポール国立大学）の各氏。また本学からは坂本惠氏、柴田勝二氏、ジョン 
ポーター氏の各教員が講義を担当した。それぞれ言語、文学、社会（教育・歴史も含む）各
分野から、現在進行している研究テーマについて、刺激にあふれた講義が行われた。
　国内外の大学院生の研究発表会であるサマースクールは一昨年から開始されたが、今回
は 43 名の大学院生が参加。日本国内の大学院生 3 大学計 28 名のほか開南大学からの 1 名及
び、招へい講師と共に海外大学から来日した大学院生ら 5 カ国・地域 8 大学計 14 名（うち、
JASSO による奨学金支援が 9 名）も加わり、発表・議論がおこなわれました。国内からは
本学学生のほかに、国際基督教大学、筑波大学からの参加があった。サマースクールは研究
領域に応じて 4 つの教室に分けて行われ、教員によるコメントや助言を含む質疑応答が活
発に交わされた。また、海外の院生を対象に実施した「発表リハーサル」サービスを積極的
に利用する者もあり、日本語の発音を再度チェックするほか、発表時の声の大きさ、視線な
どを含め院生同士で指摘をし合い、それぞれのプレゼンテーションの精度を上げようと研鑽
する熱心な姿が見受けられた。終了後、海外大学から参加した大学院生には「サマースクー
ル修了証」が授与された。参加者数は 3 日間のべで 640 名を超えた。
　さらにサマースクールにあわせて、7 月 16 日、17 日、22 日に、海外から参加した院生
を対象としたスタディ・ツアーも開催され、江戸東京博物館と府中の大國魂神社、江戸東京
たてもの園を見学し史跡に触れる機会となった。
　サマースクール終了後の 7 月 20 日には、円形食堂において、院生懇親会が、岩崎稔副学
長や関係者の方々などの参加も得て、盛大に開催された。　さらに 7 月 21 日は午後からジ
ャーナル国際編集顧問会議が開催され、ジャーナル発行に関する議事のほかに、夏季セミナ
ー及び国際日本研究センター発行のテキスト『日本をたどりなおす 29 の方法』についての
意見交換も行われた。
　夏季セミナーの各講義、ならびに二日間にわたっておこなわれた大学院生の研究発表の要
旨は、センターのウェブサイトで見ることができる。
 （編集委員会）
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大学院生サマースクール報告および大学院生報告要旨
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Ⅰ「言語」 ① （2016 年 7 月 19 日）103 室
･ 1.･ ローレンス　ニューベリーペイトン（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 日本語母語話者の誤用からみた「の」と対応する英語の前置詞
･ 2.･ 劉徳駿（国立政治大学日本語学科修士課程）
･ ･ 現代日本語の四字漢語動詞の自他について
･ ･ ―内部構成要素と四字漢語動詞の自他との関係を中心に―
･ 3.･ 範航宇（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 中国語から見た日本語のアスペクト複合動詞「～出す」の意味用法
･ 4.･ 車魯明（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 無生物主語の他動詞文について
･ 5.･ 張舒鵬（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 形容詞の種類と連体修飾について
･ 6.･ 秦圭子（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 訳せる日本語とその実証的評価･
･ ･ ―機械翻訳システムの効率的利用―
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発表概要　１
日本語母語話者の誤用からみた「の」と対応する英語の前置詞
A learner error based analysis of the Japanese particle ‘no’ and equivalent 
prepositions in English
ローレンス・ニューベリーペイトン（Laurence Newbery-Payton）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
　　　
【キーワード】　学習者誤用コーパス、前置詞、日英対照言語学、クオリア構造、英語教育
Learner･Error･Corpus,･Prepositions,･English-Japanese･Contrastive･Linguis-
tics,･Qualia･Structure,･English･Language･Education
　本研究では、英語学習者の誤用を通じて日本語における「の」と英語における前置詞がど
のような関係にあるかを考察する。
　東京外国語大学の望月圭子研究室・佐野洋研究室で作成中のオンライン英語誤用辞典では
日本語母語話者による of の誤用が顕著である。そこで、of とそれに対応すると思われがち
な「の」を対照することによって of の誤用要因を探究する。
　of の誤用は前置詞 fromと for と深く関係していると思われる。「名詞 ₁+前置詞 +名詞 ₂」
における前置詞の正用及び誤用を Pustejovsky･ (1995) による名詞の特性を記述する「クオリ
ア構造」理論を用いて分析する。
　分析結果として、日本語母語話者は前置詞を選択する際、英語名詞の「クオリア構造」の
constitutive･role（内部構成）を重視し、telic･role（目的・機能）や agentive･role（成り立
ち）を比較的考慮しない傾向が観察される。前置詞 for と from はそれぞれ名詞の telic･role
と agentive･role に含まれる情報に焦点を当てる機能を持つ。したがって、名詞の捉え方の
違いによって for や fromが十分用いられていないと思われる。
　日本語には、英語の前置詞に相当する形式の使い分けがなく、of の誤用には、日本語の「の」
からの「不の転移」と思われる誤用例もある。また、前置詞の正しい使い分けは名詞の多義
性を可能にしているが、学習者が of をはじめとする前置詞を間違って選択する場合名詞の
意味が変わってしまう実例も観察される。
　「名詞 ₁+の +名詞 ₂」において名詞の目的・機能や成り立ちがその語彙的意味でのみ表現
できる日本語と、「名詞 ₁+前置詞 +名詞 ₂」において名詞の語彙的意味に加えその解釈を前
置詞で補助する英語の相違点が浮き彫りになったと言える。
　現時点では学習者向けに、from・of・for の関係を「由来・構成・目的」または時間軸に沿っ
た「以前・現状・以後」の解釈を提案しているが、学習者によりわかりやすく解説できるよ
うにさらなる研究が必要である。
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発表概要　２
現代日本語の四字漢語動詞の自他について
―内部構成要素と四字漢語動詞の自他との関係を中心に―
The Intransitive-Transitive Usage of 4-character Sino-Japanese Compound Verbs
―Focus on the Relations between the Verbs and its Constituents―
劉徳駿（TeChun LIU）
国立政治大学日本語学科修士課程
National Chengchi University
【キーワード】　四字漢語動詞、二字漢語動詞、漢語動詞、複合動詞、自他
4-character･Sino-Japanese･Compound･Verbs,･ 2-character･Sino-Japanese･
Verbs,･Sino-Japanese･Verbs,･Compound･Verbs,･Intransitive-Transitive
　現代日本語において、特に新聞や雑誌などでは、以下のような四字漢語動詞が頻繁に使わ
れている。･
　（1）･　日本は地盤沈下していますか。･
　（2）･　日本に永住帰国した孤児はまだ 93 人しかいない。･
　（3）　･同社はすでに中東とアジアへの出張を全面禁止している。･
小林（2004）によると、四字漢語動詞は一般的に（4）～（7）のように分類することができる。
　（4）　･「1 ＋ 3」タイプ　：　再・活性化
　（5）　･「2 ＋ 2」タイプ　：　法律・改正、対面・販売、相互・訪問、……
　（6）　･「3 ＋ 1」タイプ　：　大規模・化、高性能・化、最有力・視、……
　（7）　･その他　：　換骨奪胎、牽強付会、彫心鏤骨、……
小林（2004）は「2＋ 2」タイプの四字漢語動詞に注目して考察し、（8）～（10）のように
分類している。･
　（8）　･N-VNタイプの四字漢語動詞　（名詞的要素と動詞的要素から構成する）
　　　　法律改正、実態調査、地盤沈下、……
　（9）　･VN-VNタイプの四字漢語動詞･（動詞的要素と動詞的要素から構成する）
　　　　通勤通学、対面販売、受注生産、……
　（10）　ADJ-VNタイプの四字漢語動詞（付加詞的要素と動詞的要素から構成する）
　　　　同時決定、全面禁止、相互訪問、……
　従来の研究では、四字漢語動詞の内部構造の結合関係に着目しているが、四字漢語動詞の
自他とその内部構成要素との関係については触れていない。しかし、実際の用例を調べてみ
ると、四字漢語動詞の類型は多種多様であることがわかり、さらなる研究が必要だと思われ
る。本研究は、四字漢語動詞の自他と、その内部構成要素との関係を明らかにすることが目
的である。
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発表概要　３
中国語から見た日本語の
アスペクト複合動詞「～出す」の意味用法
A Study on Aspectual Compound Verb ‘-DASU’ (Out) 
from comparative viewpoints with Chinese
範航宇 (HangYu FAN)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies 
【キーワード】･･対照言語学、言語教育、コーパス言語学、第二言語習得、複合動詞　
Comparative･Linguistics,･Language･education,･Corpus･Linguistics,･Second･
Language･Acquisition,･Compound･Verbs
　影山（2013）は、動詞の後項部分が語彙的アスペクトを表す「アスペクト複合動詞」（e.g.･
縫い上げる、寝込む、空が澄み切る、読み出す、流れ出る、食べかける）に焦点をあて、日
本語は豊富なアスペクト複合動詞体系をもつと論じている。
　中国語においても、結果補語や方向補語がV2の位置に置かれ、完結相の語彙的アスペク
トを表すという複合動詞体系があるが、日中語の複合動詞の体系は異なっており、国際日本
研究センターで製作した「ウェブ日本語・中国語誤用検索サイト」によれば、非用による誤
りが中国語母語話者の日本語誤用においても、日本語母語話者の中国語誤用においてもみら
れる。
　本発表では、日本語の複合動詞「～出す」に焦点をあて、大規模コーパス (BCCWJ- 日本
語書き言葉均衡コーパス ) から日本語における「～出す」の使用実態を調査し、「～出す」
の意味用法を考える。そして、意味上「～出す」に対応する中国語の「動詞 +方向補語」
の形を取った「V出」との使用上の相違を明らかにすることも試みる。
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発表概要　４
無生物主語の他動詞文について
A Research on Transitive Sentences with Inanimate Subjects
車魯明（LuMing CHE）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　無生物、他動詞、名詞句階層、主語、目的語
Inanimate,･Transitive,･Noun･phrase･accessibility･hierarchy,･Subject,･Object
　日本語では原則として無生物名詞が他動詞文の主語として使用されないと論じられてきた
が、実例調査によって、「驚愕が彼の顔をかすめた。」のような無生物主語他動詞文も存在す
ることが分かった。本研究は大量のデータを調査することで先行研究を検証する一方、これ
らの文の特徴を明らかにすることを目的とする。
　これまで、無生物主語他動詞文の出現し得る理由について角田 (1991)、熊 (2009) は「名詞
句階層」を利用して説明してきた。即ち名詞の間には階層が存在し、階層の上位にある名詞
が主語になりやすいのに対し、階層の下位にある名詞が目的語になりやすい。無生物名詞が
主語になるとき、目的語名詞の階層より上位の場合他動詞文が成立しやすいということであ
る。ただし、両者とも一部の用例に基づくものであり、更なる検討が必要であると考えら
れる。
　本研究は『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ) のアプリケーション「中納言」
を利用して無生物主語他動詞文の実例を手作業で抽出した。「襲う」「包む」「掠める」など
の 36 語を調査し、合計 1631 例の無生物主語他動詞文が抽出された。それらの文に対する考
察の結果、先行研究で提案されている名詞句階層が一部の無生物主語他動詞文の成立する理
由の説明において有効であるが、説明できない文はまだ 3割程度があることが分かった。こ
の 3割程度の無生物主語他動詞文に対する更なる集計と考察から次のような特徴を見出し
た。
　主語においては「抽象名詞」が現れやすい傾向が見られる。「抽象名詞」の中から更に「感
情 /感覚」を表す名詞が数多く観察された。特に「襲う」「包む」「包み込む」「掠める」「満
たす」の 5語においてはこの傾向が一層明らかになる。また、主語が「感情 /感覚を表す名
詞」である場合、目的語が「生物名詞」( 即ち「人」) 以外に、「頭」や「体」などの身体部
位を表す名詞が多数である。このことから、「感情 /感覚」や「身体部位」などの人に深く
関わる名詞であれば、無生物であっても主語に立つ可能性が高いと考えられる。
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発表概要　５
形容詞の種類と連体修飾について
A Research on Adjectives in Adnominal Clauses
張舒鵬（ShuPeng ZHANG）
東京外国語大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　連体修飾　形容詞の種類　属性形容詞　感情形容詞　評価形容詞
Adnominal･Usage,･Types･of･Adjectives,･Attributive･Adjective,･Emotional･
Adjective,･Evaluative･Adjective
　本発表は、形容詞の種類（「属性形容詞」「感情形容詞」「評価形容詞」）によって連体修飾
をするときに異なる特徴を見せるかを検証するものである。
　典型的な属性形容詞「高い」、典型的な感情形容詞「楽しい」、典型的な評価形容詞「面白
い」を研究対象とし、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を用いて連体修飾の例を収集し、
形容詞―名詞の連体修飾関係を考察した。
　寺村 (1975)、村上 (2014) を参考にしたうえで、形容詞―名詞の連体修飾関係を 8種類に整
理した。①「属性―属性の持ち主」（高い山）、②「感情―感情主体」（それが面白くない美羽）、
③「属性―間接的属性の持ち主」（レベルの高い他国の留学生）、④「内容―内容の名称」（血
糖値の高い状態）、⑤「感情―感情表出物」（楽しい顔）、⑥「比較内容－比較結果としてのデー
タ」（２７度から１度高い２８度）、⑦「結果―理由」（愛知県で普及率が高い理由）、⑧「そ
の他の関係」（「面白いことに」「鎮静や収れん効果が高いため」）など。
　考察の結果、形容詞の種類によって、観察される連体修飾関係の種類及びその出現頻度が
異なることが分かった。属性形容詞「高い」の例では、①（出現頻度 46.4%）②（出現頻度
46.2%）がもっとも多く見られ、⑤、⑥は観察されなかった。感情形容詞「楽しい」では、①（出
現頻度 89.7%）が最も多く見られ、④、⑦は観察されなかった。評価形容詞「面白い」では、
①（出現頻度 87.9%）が最も多く見られ、④、⑤、⑥、⑦は観察されなかった。
　本発表によって、形容詞の種類によって連体修飾時のあり方が異なることが分かった。
参考文献
　寺村 (1975)「連体修飾のシンタクスと意味－その 1－」『日本語・日本文化』4号　大阪外
国語大学留学生別科（『寺村秀夫論文集 I－日本語文法編－』(1992) くろしお出版再掲）
　村上佳恵 (2014)「連体修飾用法の感情形容詞と被修飾名詞の意味関係－うれしい人、うれ
しい話、うれしい悲鳴－」『学習院大学国語国文学会誌』57　学習院大学文学部国語国文学
会
夏季セミナー 2016・大学院生研究発表要旨136
発表概要　６
訳せる日本語とその実証的評価
―機械翻訳システムの効率的利用―
How to Use Machine Translation System Efficiently
秦圭子 (Keiko HATA)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　機械翻訳、ルールベース、･訳せる日本語、書き換えルール、プレエディット
Machine･Translation,･Rule-Based,･Revised･Japanese,･Revision･Rule,
Pre-Editing
　本発表は、特許、ビジネス文書などの翻訳、いわゆる実務翻訳に、どのようにしたら機械
翻訳システムを効果的に使うことができるか、についての研究の中間発表である。
　機械翻訳システムには、コーパスを使った統計ベースの自動翻訳システム（Google 翻訳
など）とルールベースの翻訳システム（現在市販されている機械翻訳ソフトウェアの大多数
が該当する）があるが、本研究で利用するのは、ルールベース翻訳システムのWeblio である。
　現在、機械翻訳システムは長足の進歩を遂げており、文章をランダムに使った評価では、
60％程度の精度で翻訳できるといわれている。語彙量ははるかに人を凌駕しているし文法規
則も充実している。慣用句を含む用例も十二分にある。しかし、実際に複雑で長い文章を入
力すると、理解不能な文が出力されることもしばしばである。したがって、機械翻訳システ
ムを使いこなすためには、まず原文をプレエディットして機械が理解しやすい、翻訳しやす
い文（訳せる日本語）に直してから入力し、出力後はポストエディットして、読むに堪える
文章にする必要がある。特に日本語から英語への翻訳など、文構造が全く異なる言語間の翻
訳では、プレエディットは必須である。
　本研究の目的は、日本語原文を「訳せる日本語」に変換するためのルールを一般化するこ
とで、質の高い機械翻訳ができるようにすること、および英語と日本語に内在する、翻訳シ
ステムを利用するうえでの違いについて考察することである。
　具体的には、ビジネス分野を取り上げて、当該分野の英和対訳本を用いて、模範翻訳と機
械の訳文を比較する。訳せる日本語表現の技法を先行研究を参照して実証し、日本語から英
語への翻訳結果に向上が見られたことを示すこと、あわせて日本語文の変換ルールの対照言
語学的な妥当性を分析することを目的とする。
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Ⅱ「言語」 ② （2016 年 7 月 19 日）104 室
･ 1.･ 南紅花　（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 現代日本語の自他両用動詞について
･ ･ ―和語を中心に―
･ 2.･ 呉丹･･　（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 現代日本語のテモラウ文と使役文の異同に関する研究
･ ･ ―テモラウ文を中心に―
･ 3.･ 呉佩珣　（筑波大学大学院博士後期課程）
･ ･ 日本語移動補助動詞のテイクとテクルの研究
･ 4.･ 蕭敏媚　（国立台湾大学修士課程）
･ ･ 文末におけるダロウの使用場面
･ 5.･ 路敏敏　（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 非情物主語の受身構文の中日語対照研究
･ ･ ―中国語・日本語学習者誤用コーパスの誤用分析―
･ 6.･ チャンティミー　（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 日越双方向逐次・同時通訳における明示化方略
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発表概要　１
現代日本語の自他両用動詞について
―和語を中心に―
The study on intransitive-transitive verbs in Modern Japanese
― With the focus placed on native Japanese words ―
南紅花（HongHua NAN）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　自他両用動詞、自動詞用法、他動詞用法、文型の対応、語彙的な意味
Intransitive-transitive･verb,･Intransitive･use,･Transitive･use,
Correspondence･of･sentence･patterns,･Lexical･meaning
　日本語動詞研究の一部分として、自他動詞についての研究は長くなされてきた。多くの動
詞は自動詞か他動詞かに属するが、自他両用の用法を持つ動詞も少なくない。その中で、「水
かさが増す／水かさを増す」などのような同じひとつの語が自他両用の用法を持っている用
例も見られ、語彙的な意味もあまり変わらない。もちろん「風が吹く／笛を吹く」のような
主体や対象に立つ名詞が一致しない用例も多くみられる。
　本発表では、このような一つの同じ語形態を持ち、自動詞用法と他動詞用法を持っている
動詞、いわば、自他両用動詞 29 語を研究対象として、実際の用例に基づき、構文の面から
（自他両文型が対応しているか否か）、そして意味の面から（自他両用法において、語彙的な
意味に共通性が見られるかどうか）考察し、それぞれ分類を試みた。
　その結果、構文面からは三種類（自他対応がある動詞、自他対応がない動詞、部分的に自
他対応がある動詞）に分けることができ、意味面からも三種類（語彙的な意味に共通性が見
られる動詞、語彙的な意味に共通性が見られない動詞、部分的に語彙的な意味に共通性が見
られる動詞）に分けることができる。そして、これらの動詞は、語彙面からみると、いずれ
も同じ一つの動詞であるものの、文法面から見ると自他の用法で性格を異にする場合が多い
ことが分かる。
　また、「ガ格」（或は「ニ格」）名詞と「ヲ格」名詞に意味的な違いがみられ、それぞれ自
動詞用法か他動詞用法かに定着し、固定しつつある場合がある。この場合、限定された名詞
と組み合わさって、慣用的な用法と比喩的な用法を取る場合は、動詞の語彙的な意味に共通
性が見られるが、抽象名詞と組み合わさる場合は、動詞も抽象的な意味を表すようになって、
自他両用法の間で語彙的な意味に共通性が見られなくなる。部分的自他対応を成している動
詞は自他対応の場合、動詞の語彙的な意味にも共通性も見られる。自他対応を成していない
場合は、ほとんど語彙的な意味にも共通性が見られないことがわかる。
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発表概要　２
現代日本語のテモラウ文と使役文の異同に関する研究
―テモラウ文を中心に―
A study on the differences between -temorau sentence and causative sentence
―Focusing on -temorau sentence―
呉丹（Dan WU）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　テモラウ文　使役文･共通点　相違点　働きかけ
Temorau･sentence,･Causative･sentence,･Similarities,･Differences,
Approach
　本稿はテモラウ文と使役文の異同を考察するものである。用例を分析しながら二つの構文
の間にどのような共通点と相違点があるのかを考察することを通して、両構文の異同を明ら
かにした。
　考察する際に、国立国語研究所「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（BCCWJ）を検索ア
プリケーション中納言 1.1.0 で言語資料を集め、分析を行った。
　考察した結果、以下のことが明らかになった。
テモラウ文と使役文の間にいくつかの共通の特徴がある。
　まず、ヴォイス的観点から見ると、テモラウ文と使役文はいずれも動作主が主語に立たな
いという特徴がある。次に、意味的観点から見ると、依頼的テモラウ文と基本的使役文はい
ずれも受益者から動作主への依頼的働きかけがある。最後に、構文的観点から見ると、二つ
の構文は両方とも、継起的テ節前後が同主語かつ前件動詞が働きかけの意志動詞というよう
な複文の後件になりうるという特徴がある。
　テモラウ文と使役文はこのような共通点を持っているが、二つの構文は根本的に異なる構
文であり、さまざまな異なる特徴が現れている。意味的観点から見ると、テモラウ文には単
純受影的な文が数多く存在しているが、それに対し、使役文はそうではない。単純受影的な
文は形式上三つの種類がある。それぞれは複文の前件に含まれ、複文の後件のいい意味の感
情表現の原因になる文と、複文の前件に含まれ、複文の後件の悪い意味の感情表現の原因に
なる文、及びこのような複文の形式がなく、一般的な単純受影的な文である。待遇的観点か
ら見ると、動作主を高く待遇する時や動作主への要求的な働きかけを和らげる時は、テモラ
ウ文を用いた方が相応しい。そのため、動作主が目上の人や、動作主の名詞に尊敬を表す接
頭辞「ご」、「お」がついている場合は、使役文よりテモラウ文が用いられやすい。二つの構
文に用いられる動詞の形を見てみると、「なる」及び「消える」のような有対自動詞は使役
の形がないため、使役文に用いられず、テモラウ文にしか用いられない。　
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発表概要　３
日本語移動補助動詞のテイクとテクルの研究
“te iku” and “te kuru” in Modern Japanese
呉佩珣（PeiHsun WU）
筑波大学大学院博士後期課程
（University of Tsukuba）
【キーワード】　ていく /てくる、アスペクト、話者視点
-te･iku/-te･kuru,･Grammatical･Aspects,･Narrator’s･Perspective
　日本語移動補助動詞「テイク・テクル」は、話者の視点から遠心的なら「テイク」で、
求心的なら「テクル」で表すとされている。さらに、その意味用法について先行研究では、
対称的に存在するものとテクルのみに見られる非対称的なものに大きく分けられている。し
かし、どちらでもなく、形式上では対称的だが意味上では非対称的というようなものが見ら
れる（例①「調べていけばわかってくるんじゃないかな」、②「赤ちゃんが今の自分の気持
ちが楽しいことなんだとわかっていくのです」）。両者とも話し手領域に関わる方向付けであ
るが、①の「テクル」は心理的なものであるのに対し、②の「テイク」は時間軸に関する変
化を表すものである。このような用例は心理的な状態を表す動詞にとりわけ多く存在する。
本研究では、上述したようなものに注目し、「テイク・テクル」の選択は時間的と心理的の
どちらが優先されるのか、またそれに関わる要因を探る。
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発表概要　４
文末におけるダロウの使用場面
Context of “darou” at the End of Sentences
蕭敏媚（MingMei HSIAO）
国立台湾大学修士課程
National Taiwan University
【キーワード】　日本語教育、ダロウ、使用場面、話し言葉、ドラマ
Japanese･Language･Education,･Darou,･Context,･Spoken･Language,･Drama
　ダロウは、従来推量、確認という 2つの用法があると論じられてきた。また、大島（2002）
では、疑念という 3つ目の用法があるという指摘があった。しかし、次の例で使われている
ダロウはどの用法なのか。
（1）･･父：だから何度電話もらってもこの店売る気ありませんから。
　　　････電話相手：…
　　　　･父：あんたもしつこいな。売る気ないっつってんだろ。〔K026〕
（2）･･･榛野の母：これはおわび。カボチャでしょう。筑前煮でしょう。それからコロッケ。
あんたの好物でしょう。〔H029〕
（3）･･瞳：薬膳鍋、いいよね。体に優しい感じ。
　　　････悠一：でしょう。〔K086〕
　推量、確認、疑念の 3分類において、上記の例は確認の用法に分類されるが、一般的な確
認用法とは異なる。確認の用法とは、はっきりしない事を聞き手に話しかけ、答えまたは反
応を求めるものである。しかし、例 (1) では、答えを求めるというより一方的に伝えるニュ
アンスの方が強い。例 (2) では、カボチャなどはすでに目の前にあるので、聞き手にこれら
がなんなのか確認する必要がない。例 (3) では、聞き手の言葉に対する同意表現で、聞き手
に答えまたは反応を求めていない。これゆえ、ダロウの基本的な用法を基にして、そこから
更に下位分類を行うため使用場面を考察し、収集した例文から、「推測」、「判断」、「仮定」、「確
かめ」、「同意要求」、「注意喚起」、「話題提起」、「念押し」、「不満」、「列挙」、「相槌」、「疑問」、「回
答要求」の場面があることが窺える。また、先行研究ではコーパスや小説から集めてきた例
文が多いが、本稿では、ドラマから例文を収集し、より生活面に近いものに絞る。書き言葉
とは異なる口頭表現も明らかになるであろう。
　日本語教育現場では、この 3つの用法で学習者にダロウを教えているため、学習者はこの
3つの基本的な用法しか身に付いていない傾向がある。使用場面の調査で判明した結果を学
習者に提示することで、ダロウが多様な場面で使用されることを認識させたい。そうするこ
とにより学習者もより自然な日本語が話せるようになるであろう。
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発表概要　５
非情物主語の受身構文の中日語対照研究
―中国語・日本語学習者誤用コーパスの誤用分析―
Comparative Analysis on Inanimate Subject Passives in Chinese and Japanese
―Based on Errors from Learners’ Corpora―
路敏敏（MinMin LU）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　日本語学習者、中国語学習者、非情物主語、受身、誤用
Japanese･Learners,･Chinese･Learners,･Inanimate･Subject,･Passives,･Errors
　日本語の非情物主語受身構文は、「属性叙述受動文」型、「発生状況描写」型、「潜在的受影者」
型、「降格受動文」などに区分されるという研究がある。
それに対して、中国語の非情物主語受身構文には、受身標識がつかない「意味上の受身文」
と言われるタイプや、<被 /叫 / 让＞などの受身標識がなくてはならないタイプがある。
　こうした統語上と意味上の相違から、中日語の非情物受身表現の対訳における対応と非対
応は、中日語の学習者による受身文についての誤用に結びついている。
　本発表では、日本語母語話者と中国語母語話者の学習者コーパスにある受身文誤用例を分
析することにより、現代日本語の非情物主語の受身構文の中に、「オリンピックは北京で行
われた。」のような被影響が認められないタイプも多数存在しているのに対して、中国の非
情物受身構造では普通〈被 /叫 / 让〉などの標識がついている文が被害の意味や状況の異常
を表すと言われているが、本稿では中国の非情物主語の受身構造では被害の意味や状況の異
常がなくても動詞の意味構造によってどうしても脱使役化できない文では受身標識が使われ
ると主張したい。
　中国語の非情物主語の受身文（意味上の受身文も含め）において <被 >が使うべきか使
わないべきなのかただ意味上で特別な状況や望ましくない状況で判断するべきではなく、使
われている動詞の意味特徴などにも関わる。普通意味上の受身文と比べると、〈被〉が使わ
れる中国の非情物受身文被害の意味や意外の遭遇を表すと言われているが、文の中の動詞の
意味構造によると、どうしても脱使役化できない一般叙述や描写文でも〈被〉が使われる。
これからさらに誤用例や中日文学作品の翻訳の対応・非対応例を収集し、一部の「とりつけ
動詞」「産出動詞」以外に、脱使役化できない中国語の一般叙述や描写文受身文の動詞特徴
を考察する。
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発表概要　６
日越双方向逐次・同時通訳における明示化方略
Explicitation Strategies in Japanese Vietnamese Bi-directional 
Consecutive Interpretation and Simultaneous Interpretation
チャンティミー（Thi My TRAN）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　日越通訳、明示化方略、逐次通訳、同時通訳、双方向
Japanese･-･Vietnamese･Interpretation,･Explicitation･Strategies,･Consecutive･
Interpretation,･Simultaneous･Interpretation,･Bi-directional
　本研究は日越双方向逐次・同時通訳における明示化方略に関する研究である。実験で得た
音声データを文字化し、10 種類に分類した後、分析・考察を行った。その結果、次の 5点
が明らかになった。①逐次通訳方向別の比較で使用傾向に相違があるのは「省略の復元」、「授
受表現の視点転換」、「固有名詞の明示化」である。②同時通訳方向別の比較で使用傾向に相
違があるのは「省略の復元」、「授受表現の視点転換」、「固有名詞の明示化」と「語彙の反復」
である。③日本語からベトナム語への通訳方式別の比較で使用傾向に相違があるのは「長文
の小分け」、「情報の追加」である。④ベトナム語から日本語への通訳方式別の比較で使用傾
向に相違が見られない。⑤①～④の差の原因は言語の組み合わせ、通訳方式の特徴及び通訳
者に内在する要素である。他方で、2つの課題が残されている。1つ目は本研究で扱った 10
種類以外の明示化の研究である。2つ目は明示化の効果の明確化である。今後の研究におい
て、この 2つの課題に着目し、問題を掘り下げていく。
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Ⅲ「文学」7 月（2016 年 7 月 19 日）105 室
･ 1.･ 金妸怜（韓国外国語大学大学院修士修了）
･ ･ 谷崎潤一郎の作品における物語の構造考察
･ ･ ―『刺青』『卍』『鍵』を中心に―
･ 2.･ 金容暋（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 『水中都市』と『第四間氷期』両作品の「革命」
･ 3.･ 高好眞　（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 『憂国』における「エロティシズム」
･ 4.･ 滕梦溦（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 二十代の三島由紀夫文学におけるディオニュソス
･ ･ ―『仮面の告白』『愛の渇き』『禁色』を中心に―
･
･ 5.･ 劉雨薇　（厦門大学修士課程）
･ ･ 今村栄治「同行者」からみるアイデンティティー・ポリティクスの無効性
･ 6.･ 呉孟欣　（開南大学応用日本語学科修士課程）
･ ･ 「見る」と「看」についての日中対照研究･
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発表概要　１
谷崎潤一郎の作品における物語の構造考察
―『刺青』『卍』『鍵』を中心に―
A Study on Narrative Structure of Tanizaki Junichiro’s Literature
― Focused on “Shisei” “Manji” “Kagi”―
金妸怜 (Ahryeong KIM)
韓国外国語大学大学院修士修了
Hankuk University of Foreign Studies
【キーワード】　谷崎潤一郎、物語、物語の構造、シーモア・チャトマン
Tanizaki･Junichiro,･Narrative,･Narrative･Structure,･Seymour･Chatman
　本発表では、谷崎潤一郎の作品『刺青』(1910)･『卍』(1928)『鍵』(1956) における物語 (Narrative)
の構造をシーモア・チャトマン (Seymour･Chatman，1928-2015) の理論を中心に考察し、そ
れぞれの要素がどのような関連性を持っているのかを考える。
　谷崎は芥川龍之介 (1892-1927) との「小説の筋」論争で、「プロット」つまり構造について
の重要性を強調したにもかかわらず、これをテーマとした研究は殆どなさなれていない。本
発表は、このような点に着目し、上記の作品の構造を照らし合わせ、共通的に見えてくる物
構造の類似性を考える。その上で、それが谷崎文学世界とどのような関連性を持っているの
かを明らかにしたい。
　谷崎作品に登場する人物のタイプを「欠乏者」と「助びと」に分け、人物のタイプによる
行為によって発生する事件が「死」と「変化」という結果をもたらすという構造の類似性が
分かり、このような物語の構成要素が言説のレベルでは記述者の位置によってその存在の様
相が違ってくるという点がわかってきた。
　谷崎文学作品に関する研究は谷崎特有の耽美主義により、その大半が登場人物を女性と男
性に区分してその特徴を考察したり、「悪魔主義」「女性崇拝」などの思想に対する研究に偏っ
ている。しかし、物語の構造分析を通じてみると、登場人物の性別の区分ではなく、登場人
物の特性そのものの類型に分類することができ、これによる作品の多様な解釈はもちろん、
事件発生の原因と結果を深層的に分析できるという点がわかった。つまり今までのミクロ的
作品解釈から、ひいてはマクロ的にみることで、作品解釈の範囲が広げられるということで
ある。
　本稿ではチャトマンの物語構造の理論を通じた作品分析が持つ意義として作品の新たな解
釈への可能性について考え、これに対する作家の意図を共に把握して見ようとした。
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発表概要　２
『水中都市』と『第四間氷期』両作品の「革命」
”Underwater city” and ”Inter Ice Age 4” Comparison of
the ‘revolution’ in the two works
金容暋（Yongmin Kim）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　安部公房、水中都市、第四間氷期、予言、思想の変化
Kobo･Abe,･ “Underwater･city”,･ “Inter･ Ice･Age･4”,･Prophecy･a･Change･of･
thought
　『水中都市』や『第四間氷期』はそれぞれ 1952 年、58 年に書かれた作品である。6年の隔
たりがある二つの作品は共に水没する社会を描いている。水没する社会という内容は共通し
ているが、いくつかの相違点も目立つ。その中の一つが予言や予言によって触発される革命
である。『水中都市』の予言は滞っている現実変革への意志であり、ビジョンである。しかし、
二つの作品の中の予言は違う形を帯びていることはなぜだろうか。･
　『水中都市』では予言が外部から与えられて、主人公は最初否定的だったが、次第にそれ
に従い、最後には予言を完成することを決意することで作品は完結する。しかし『第四間氷
期』での予言は、分裂された主人公自身によって発せられる。主人公自身は予言に対して強
い乖離感、拒否感を感じており、予言に従って変革される未来を拒み、自分自身の消滅を選
ぶ。このように両作品とも未来への予言が登場し、予言の中に出現する未来は日常とは完全
にかけ離れていることは共通している。しかし、その未来への主人公の態度は異なっている。
　ここではまず二つの小説を比較し、分析し、作家の 6年間の思想の変化から答えを探って
みたい。特に初期作家の活動が革命のための文学の考え方から、次第にどのように変化され
たのか、何によって変化されたのかを考えた。そのキーワードとしては東ヨーロッパ旅行で
あると考えている。「新日本文学」の常任幹事としてつとめていた。そして 1956 年 4 月 22
日から 29 日まで開催されたチェコスロバキアで作家大会に「新日本文学会」と「国民文化
会議」の代表として出席することになった。しかし大会の開催には遅れてしまい、二日間だ
け参加し、4月 24 日から 6月 24 日までの間、東ヨーロッパを旅行する。そこで安部は内か
らの視線だけではなく外からの視線を持つことが可能になり当時日本共産党が持っている問
題点を直視することが可能になったのではないかと考えている。
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発表概要　３
『憂国』における「エロティシズム」
―‘Eroticism’in “Patriotism”―
高好眞（HoGin GO）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University for Foreign Studies
【キーワード】　エロティシズム、連続性、大義と友情、天皇、二・二六事件三部作
Eroticism,･Continuity,･ Justice･and･Friendship,･Emperor･The･Trilogy･of･
February･26･Incident
　『憂国』（「小説中央公論」昭 36・1）は、新婚である武山中尉が仲間の配慮によって、決
起に参加できなかった故に、今度は同僚を検挙すべき身になるのを拒否し、妻麗子とともに
命を絶つという筋書きを辿る。史実の二・二六事件で、武山中尉のように青年将校たちのた
め妻と心中を遂げたモデルは知られておらず、この文脈は虚構的に作られているという点に
作者の問題意識が垣間見られる。
　「二・二六事件外伝」という輪郭が与えられる『憂国』は、事件が物語の中心をなさず、
また天皇の表象にも焦点が与えられていない。しかし、エロスと自決をめぐる彼らの行動の
過剰さは、地上の倫理である〈友情〉を超え、超越的何ものかを喚起させる。それは、逆に「大
義」に殉じる正当な対象を浮かび上がらせている。何より、バタイユのエロティシズムに傾
倒した『憂国』は、エロスと死の結合の〈儀式〉的な性格に〈観念〉としての天皇を想定す
ることができる。
　『憂国』が天皇に関連づけられるのは、作者によって〈再評価〉され「二・二六事件三部
作」として纏められたからであろう。『憂国』の執筆時に、二・二六事件における三島の発
言は見当たらなく、「二・二六事件三部作」は『英霊の声』（「文芸」昭 41・6）を書いた時
点における、作者の意識が大きく反映されている。『英霊の声』は、〈神〉であるべき天皇の
人間的な振る舞いに対する怒りの言葉が投げかけられており、その怒りは戦前の二・二六事
件まで及んでいる。三島の〈再評価〉の意味は、批判の対象となる現実の天皇を相対化しつ
つ、あるべき天皇を求めるということにみることができる。執筆時期が隣接する『十日の菊』
（「文学界」昭 36・12）は「生きのびた人間」としての天皇のアレゴリー化されている。
　この二つの作品を合わせてみると、戦後における三島の天皇像、つまり当為としての天皇
と批判の対象となる現実の天皇は、すでに形づくられているということができる。三島のバ
タイユのエロティシズムへの関心は、死によってつながる「連続性」にあったが、1960 年
代における三島の天皇の表象からすると、日本文化の「連続性」を天皇にみる視線が与えら
れているということが分かる。
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発表概要　４
二十代の三島文学におけるディオニュソス
―『仮面の告白』『愛の渇き』『禁色』を中心に―
Dionysius in the Mishima Literature of the twenties
― Research on Confessions of a Mask, Thirst for Love,
Forbidden Colors
滕梦溦 (MengWei TENG)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　三島由紀夫、二十代作品、古典主義、ディオニュソス、ニーチェ
Yukio･Mishima･,･Works･in･twenties･,Classicism,･Dionysius,･Nietzsche
　戦後という混乱期に、三島は生活の荒涼たる空白感に自分の人生に見切りをつけた。そし
て、自分の中の危機から、不調和への嫌悪と調和への欲求が生じた三島は外国旅行の必要を
痛切に感じ、世界を一周した。二十代の三島由紀夫はギリシャへの心酔を『アポロの杯』の
中で熱狂的に表し、『私の遍歴時代』の中で「古典主義」への傾斜を自認している。「私はや
はりニーチェ的な考へでギリシャの芸術を見てたと思ふのである」と述べているように、三
島に古代ギリシャ熱を引き起こすのはニーチェの『悲劇の誕生』におけるアポロとディオニュ
ソスの二元論的なギリシャ観だろう。この「古典主義」もニーチェがディオニュソスを発見
してから成立した二元論に基づいたギリシャ解釈であると考える。したがって、三島二十代
の文学における最大のモチーフである「古典主義」を理解するために、その中心にあるディ
オニュソスを解明することは重要な意味を持つと考えられる。今回の発表では、三島二十代
の代表作『仮面の告白』、『愛の渇き』、『禁色』を取り上げ、主にディオニュソスの仮面劇、
ギリシャ的愛、大地への帰還、ディオニュソスの狂宴の四つの方面から、二十代の三島文学
におけるディオニュソスを分析した。
　仮面劇の神ディオニュソスの隠喩としての仮面の告白者、同性愛主題に託した男性崇拝と
性別が無化の世界、性や排泄物などに湧いてくる下層的生命力、個体を破壊して世界の根源
に溶け込む願望にディオニュソスの世界と共通していることが分かった。本発表から、二十
代の三島文学を理解するには、その核心的な「ディオニュソス」を把握する重要性を示唆さ
れた。
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発表概要　５
今村栄治の「同行者」からみる
アイデンティティー・ポリティクスの無効性
The Inefficacy of Identity Politics from Imamura Eiji’s 
“Fellow Traveler”
劉雨薇（YuWei LIU）
厦門大学修士課程
Xiamen University
【キーワード】　今村栄治、「同行者」、アイデンティティー・ポリティクス
Imamura･Eiji,･“Fellow･Traveler”，Identity-politics
　短編小説「同行者」は、1938 年 6 月『満洲行政』に発表され、後に『満洲浪曼』創刊号（1938
年 10 月）再録されるなど、当時「満洲」の日本語文壇では注目を集めた今村栄治の代表作
である。ここ数年来、黒川創編『外地の日本語文学選』（新宿書房、1996 年 2 月）などに相
次いで収録され、再び注目を集めている。
　本研究では、作者の帰属性から視線をそらし、ただ「満洲国」で生まれた日本語文学作品
だという視点から出発する。また、今までのアイデンティティー・ポリティックスの獲得や
喪失に着目する読み解きを取り除き、植民地現場におけるアイデンティティーのあり方を明
らかにしたい。また、語り手の問題に注目しながら、主人公のみならず、ほかの登場人物た
ちも視野に入れて、テクスト精読を行ったうえ、全体的な読み直しを試みたい。
　その結果、本小説において主人公申重欽の瞬時の行動選択には植民地当時のすべてが凝縮
されているといえよう。小説の独特な方法で、実際な状況によって変化していく複雑な様相
そのものが、「満洲」における各国人なるもののアイデンティティーのあり方だということ
が暴露されたのである。そこには、固定的な支配者と被支配者とか、被害を加えるものと加
えられるものといった上下関係というより、国家間のアイデンティティーとはまた違った
もっと切実な生活の現場の合間に現れてくる危険性がある。この緊張状態こそ当時の「満洲」
をはじめとする植民地における実情であり縮図である。そのため、申が求めていた日本人へ
の同化という問題自身が消えてしまうのである。その上、むしろそこに生きている各民族人
をアイデンティファイすることによって起こる問題を露呈させる。すなわち、この小説を通
し、植民地にいる無国籍者、無民族者を否応なくアイデンティファイするという、当時のア
イデンティティー・ポリティックスの危険性と無効性を浮き彫りにさせた。その背後にある
地政的配置——日本帝国主義による植民地支配が当時の各民族人にどれだけ大きな災難をも
たらしたのかも問い詰められているのである。
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発表概要　６
「見る」と「看」についての日中対照研究
A Contrastive Study of ‘Miru ’ in Japanese and ‘Kan ’ in Chinese
呉孟欣 (MengHsin WU)
開南大学応用日本語学科修士課程
Kainan University
【キーワード】　日本語学習者、中国語母語話者、第二言語習得、対照言語学
Japanese･Learners,･Chenese･Native･Speakers,･Second-Language･Acquisi-
tion,･Contrastive･Linguistics
　本発表は、日本語の「見る」と中国語の「看」を比較する。日本語も中国語も漢字を使っ
ているので、中国語母語話者にとって、学習しやすいと思われるが、同じ漢字で意味が違う
場合もある。そのため、両言語の漢字の差異に注意するべきだと考えられる。例えば、日本
語の「見る」は中国語では「見」ではなく「看」である。しかし、中国語では「看漫畫」と
いう表現であるのに、日本語は「漫画を見る」という表現ではない。つまり、同じ動作を表
す「見る」と「看」だが、異なる部分もあると考えられる。そこで、本発表は、「見る」と「看」
を比較することにした。このことによって、同じ動作が両言語においてそれぞれどのように
表現されているのか、分析し、「見る」と「看」の差異を明らかにすることが目的である。
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Ⅳ「文化」（2016 年 7 月 19 日）106 室
･ 1.･ 黄振維（国立政治大学大学院修士課程）
･ ･ 日本神道と中国思想の比較研究
･ ･ ―三種の神器を象徴とした日本王権思想からの試論―
･ 2.･ 梁昕怡（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 関一の都市社会政策思想論
･ 3.･ 内川隆文（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 戦前・戦時日本における電力「国家管理」の思想
･ ･ ―増田次郎の言説を中心に―
･ 4.･ 邱敬雯（東京外国語大学大学院博士前期課程）
	 	 	严歌苓の小説《小姨多鹤》における中国東北「残留」日本人への描写と認識
･ 5.･ 木下佳奈（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 黄春明の作品における、記憶と言語に繋がる日本統治期の体験
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発表概要　１
日本神道と中国思想の比較研究
―三種の神器を象徴とした日本王権思想からの試論―
Comparative Study of Japanese Shinto and Chinese Ideology
―Expounding the Ideology of the Emperor of 
Japan Symbolized by Japanese Regalia―
黄振維（ChenWei HUANG）
国立政治大学大学院修士課程
National Chengchi University
【キーワード】　日本語、中国、神道、三種の神器、王権
Japan,･China,･Shinto,･Imperial･Regalia･of･Japan,･Right･of･Emperor
　日本文化とは何か。日本文化の範囲は非常に幅広い。今日、日本文化を口にする際、おそ
らく多くの人が神道に代表される日本文化だと思うであろう。実は神道思想はまだたくさん
の種類に分かれているが、たとえば弥生時代に既に古神道が現れ、平安時代にも両部神道と
山王神道があり、中世に入ってから吉田神道と伊勢神道もあり、江戸時代にも度会神道と垂
加神道と古学神道が唱えられていた。しかし、現代日本社会では、本居宣長の古学神道は既
に神道思想の代表となってきている。その上、今日日本での神道研究も本居宣長による古学
神道を中心に行われているのである。周知のように、神道は今でも日本固有の宗教信仰とさ
れ、世界中の国々で日本ならではの宗教であると考えられている。のみならず、神道は現代
の日本社会や日本政治にも大きな影響を与えているのである。
　日本神道と密接な関係がある三種の神器は古くから日本の王権の象徴だと見做されてい
る。中国の古典にも既に三種の神器の記事が載っている。もっとも、日本の王権思想といえ
ば、中国古代の「天」の思想に遡らなければならない。「天」の思想は中国王権の展開にも
大きな影響があるのである。そして、神道の観点から、日本王権はどのようにとらえるべき
かについても究明したいと考える。
　本稿では、比較文化・比較思想の方法を通して、日本の神道思想の独特なところを明確に
し、日本に属する神道思想特有の点を掘り下げようと考え、研究を行いたい。三種の神器を
象徴とした日本王権と古代中国思想との関連性を見出す。そこで、上述した研究方法で比較
思想的に神道思想に含まれる中国思想を探りながら、純粋な神道思想も依然として保ってい
ることを意識することができる。
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発表概要　２
関一の都市社会政策思想論
The urban social policy of Hajime Seki
梁昕怡（XinYi LIANG）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　関一、貧困、都市政策、大阪、自助
Hajime･Seki,･Poverty,･City･Policy,･Osaka,･Self-Help･
　大正期において、大阪は「東洋のマンチェスター」と呼ばれて、アジア最大の商工業都市
となっていた。ところが、そのような日本第一の商工業大都市の大阪が発展に伴い、失業、
貧困、スラムなどの都市社会問題が発生していた。これらの問題に目を向け、大阪市社会事
業を積極的に取り組んできた。その中、東京高等商業学校（現一橋大学）の教授であった関
一（せきはじめ）は大きな役割を担った。
　本報告では、大大阪時代に「学者市長」と呼ばれた関一に関する「関一研究」にはどのよ
うなアプローチがあったのかを検討することを目的とする。
　歴史学の分野で芝村篤樹は階級問題の視点から関を分析し、関の全面的な歴史位置づけを
行うために、日本の都市問題と都市政策の推移を概観し、発表された彼の論文を中心に関の
都市政策の特徴を指摘し、関の都市政策の歴史的意義を明らかにした。
　関は改良主義的、革新的な大都市専門官僚であったが、その社会政策、社会改良主義の前
提として一貫した自由主義思想の枠組みが存在したことに広川に注目されている。広川は
1980 年代初期に発見された関の「日記」、「メモ」類の資料をもとにして、関が関心を払っ
た問題――経済・財政観・対外政策観・社会政策の基本――にかかわる考え方を中心に、そ
のうちの自由主義思想を検討している。さらに「新自由主義」も提出されている。
　玉井は 1923 年と 1929 年の『大阪市社会事業概要』をもとに防貧対策事業を紹介している。
その上、こうした事業を実施する際にして、中心的役割を果たした市長関一、第二代社会部
長を務めた山口正、市民館の初代館長となった志賀志那人と彼らの社会政策思想を検討され
ている。
　先行研究を踏まえて、関は大阪市社会事業で労働者問題を改善するために大きな力を注い
だことがわかる。しかし、関が東京高等商業学校教授の時期に工場労働者問題についてどう
考えるかというような研究はまだ少ない。本研究はこの時期の論文をもとにして、工場法を
視野にいれ、関の社会政策思想（「国家干渉主義」+「個人自助主義」）を検討したい。
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発表概要　３
戦前・戦時日本における電力「国家管理」の思想
―増田次郎の言説を中心に―
The thought of the electric “nationalization” in the prewar and wartime Japan
Focused on the discourse of Masuda Jiro
内川隆文 (Takafumi UCHIKAWA)
東京外国語大学博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　電力「国家管理」, 増田次郎 , 大同電力 , 日本発送電株式会社
The･electric･ “nationalization”,･Masuda･Jiro,･Great･Consolidated･Electric･
Power･Company,･Japan･Electric･Generation･and･Transmission･Company
　電力国家管理とは電力管理法外三法案の成立（1939）によって 5つの電力会社が統合・国
営化された歴史的事実を指す。本報告は同政策を巡る思想と実態の両局面を分析し、逓信省
を中心とする政策当局者が当初目指した電力の「国家管理」が直面する現実のなかで如何に
修正あるいは歪曲されたかを明らかにする。具体的には大同電力の元社長であり、国家管理
成立後は日本発送電株式会社初代総裁に就任した増田次郎の言説と行動を検討した。とりわ
け本報告では増田が社長・総裁を務めた大同電力および国家管理によって誕生した日本発送
電株式会社の社史あるいは増田自身の自叙伝を素材として分析した。
　その結果、次の事実が明らかとなった。まず、増田が総裁着任以前に条件として提示した
新会社の政府 ( すなわち逓信省電気庁 ) に対する経営上の自主性は開業後非常に早い段階か
ら喪失したということである。特に電気庁が提示した電力料金の固定化は同社が火力発電所
を運転するための石炭獲得を著しく困難にさせた。次に、経営者・増田次郎の総力戦体制に
対する接近・参画についてである。増田は自社の解散を速やかに行い、日本発送電総裁に着
任していること、さらには「聖戦遂行」「興亜の新秩序確立」等といった初期の言説に見ら
れるように国策に対する忠実性を行動・言動の両面から発揮していることがわかる。また、
増田は日本発送電総裁辞任後に台湾電力総裁に着任し、占領地での電力業普及に当たるなど
終戦まで国策の中心で活動していること、さらには自叙伝においてもそれを肯定的に記述し
ていることから彼が国策への主体的・確信的な協力者であることが明らかになったと言えよ
う。それは同じく五大電力の一角を占めた東邦電力社長・松永安左ェ門が 1940 年に至って
も電力の国家管理を公然と批判し、政府との対立を貫いた姿とは対照的であった。
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発表概要　４
严歌苓の小説《小姨多鹤》における
中国東北「残留」日本人への描写と認識
The Description and Recognition of Japanese as the Historical 
Foreign Residents in Northeast China in Yan Geling’s Novel Duo He Aunt  
邱敬雯 (JingWen QIU)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　严歌苓、　《小姨多鹤》、　「残留」日本人　、死生観、近代中国東北史
Gerling･Yan,･Duo･He･Aunt,･Japanese･as･the･Historical･Foreign･Residents,･
View･of･Life･and･Death,･Modern･history･of･Northeast･China
　在米華人女性作家、严歌苓は、1980 年にデビューし、短篇小説など多様な作品を発表し、
今も中国大陸文壇で活躍している。社会派作家として特に下層社会の女性を主人公とするこ
とで知られている。《小姨多鹤》は 2008 年に発表された長篇小説である。物語は、日中戦争
の最終段階における中国東北地方での日本敗戦を背景として展開される。終戦後、中国にと
どまることを余儀なくされた日本人少女多鶴のその後と、彼女を使用人として「買った」張
倹一家との生活を、描いている。
　作家によって描写された多鶴の人物像をもとに、作品には「残留」日本人に対する認識を
考察する。まずは、小姨多鹤をはじめ、戦争時期の日本人の死生観について考察する。なぜ
敗戦を確信している中国東北地方に「残留」した日本人たちは帰国せず死ぬことを選んだか。
どのような日本文化を背景に行動したのかを分析する。次に、多鹤についての描写から日本
人らしいと見られている行為はどのようなものかを分析する。多鹤は中国人の家で生活して
いた。ところが、多鹤は終始日本人の生活習慣、日本人らしいな振る舞いで生活をしていた。
正座すること、洋服のスタイルなど各方面から彼女の日本人らしさが見られる。作者は多鹤
の日本人らしさの描写から何を強調したかったかを検討する。中国で 30 年間生活したが、
多鹤は日本に戻る時も中国語ができなかった。さらに、多鹤は自分の子供にずっと日本語で
話していた。言語描写の側面から多鹤の人物像を分析したい。
　以上の分析に基づいて、近代中国東北地方における「残留」した日本人について分析し、
さらに、多鹤をはじめ、中国「残留孤児」の生存状況と中日関係について垣間見たい。近代
中国東北地方の人々と日本人との繋がりを見つけたい。
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発表概要　５
黄春明の作品における、記憶と言語に繋がる日本統治期の体験
In the work of Huang Chunming, experience of 
Japan reign leading to memory and language
木下佳奈 (Kana KINOSHITA)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　黄春明、文学、日本統治期、記憶、言語　
Huang･Chunming,･Literature,･ the･Era･of･ Japanese･reign,･Memory,･Lan-
guage
　黄春明（1935 ～）は 1960 年代から近年まで中短編作品を発表してきた、台湾本省人作家
である。現代化が進む農村・都市の中低層に生きる庶民の姿とともに、台湾社会を時に風刺
的に捉えているのが特徴といえる。本発表では黄春明の作品、《甘庚伯的黃昏》、《莎喲娜啦・
再見》、《戰士，乾杯！》に表された、台湾社会における日本統治期の残滓を「記憶」、「体験」、
「言語」という 3つの観点から取り上げ、その中で生きる登場人物達について考察した。
　《甘庚伯的黃昏》ではアジア・太平洋戦争時代の記憶に囚われた親子を通じ、日本統治期
を知る者の葛藤を描く。日本統治期の記憶を持たず、当時の言語教育を受けていない世代の
阿輝は、恐らくはそれと知らぬままかつて「日本人」だった世代の悲劇的な矛盾の一端を引
き出し、目の当たりにしているのだ。《莎喲娜啦・再見》は日本人と台湾人、それぞれの言
葉における虚飾と、かつての統治者による台湾人の言語への侵犯が暗示されている。一方、《戰
士，乾杯！》では被統治の歴史においても脈々と受け継がれる言葉と語りによってルカイ族
の在りようを映し出す。物語において登場人物の操る言語は、単なるコミュニケーションの
道具というだけにとどまらない。各々のアイデンティティのゆらぎやその背景にある文化、
ひいてはそれらを生み出す歴史と結び付き、読者に考察の余地を生む。
　本発表で取り上げた作品で、登場人物たちはいずれも統治期から現代に至るまでの台湾に
生きているか、または何らかの関わりを持っている。黄春明は登場人物の「記憶」や「体験」
を通じ、長い歳月を経ても統治時代の経験が、多くの当時を知る人々にとって重要であり続
ける事を示している。そこで描かれる人物達の過去への思いは、立場や国籍、文化の異なる
人々が台湾の歴史にどのように接し、或いは向き合ってきたのかを考える一助となるといえ
よう。記憶と歴史は言葉を媒介として受け継がれると共に、異なる立場から発せられた言葉
と交錯し、過去を踏まえた繋がりを生み出してゆくのだと考える。
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Ⅴ「言語」 ① （2016 年 7 月 20 日）103 室
･ 1.･ 崔幽美（韓国外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 行為要求における「非明示表現」の様相
･ 2.･ 嶋原耕一（東京外国語大学大学院博士後期課程・日本学術振興会特別研究員）
･ ･ ･初対面雑談会話における「日本人／外国人」及び「日本人／○○人」成員
カテゴリーについて
･ 3.･ 王秋霞（北京大学博士後期課程）
･ ･ 含意的否定のイメージスキーマ　
･ ･ ―日本語の否定動詞「守る」をめぐって―
･ 4.･ 佐々木瑛代（国際基督教大学大学院修士前期課程）
･ ･ 敬語表現とその学習に関する日本語学習者の意識調査
･ 5.･ ハルナザロフ・マムルジョン（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 親族内における呼称について
･ ･ ―ウズベク語と日本語の対照的観点から―
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発表概要　１
行為要求における「非明示表現」の様相
A study of “Implicit representation “ in the request expression
崔幽美（Yumi CHOI）
韓国外国語大学大学院博士後期課程
Hankuk University of Foreign Studies
【キーワード】　語用論、行為要求、発話意図、明示的表現、非明示的表現
Pragmatics,･Request･expression,･Speaker’s･Intentions,･Explicit･representa-
tion,･Implicit･representation･
　部屋の窓を開けて欲しい時、･･「ちょっと窓を開けてくれる？」と言わずに「この部屋ちょっ
と暑いね」とだけ言って周囲の反応を見ることがある。字義通りに受け取れば、要求を行っ
ているとはいえないが、実生活ではよく見受けられるコミュニケーションである。
　本発表では、話し手が聞き手に「非明示的表現」を用いて行為要求をする際、どのような
表現を選び、何を伝達しているのかについて分析・考察するために、映画やドラマのシナリ
オを研究対象とし、･そこから抽出した用例を「話し手の状況」、･･･「聞き手の状況」、･･･「周辺的
状況」、「共有状況」の四つに分類した。「話し手の状況」は話し手の心理的状態や話し手の
状況について言及するもの、「聞き手の状況」は聞き手の心理的状態や聞き手の状況につい
て言及するもの、「周辺的状況」は周辺的な状況や情報を言及するもの、「共有状況」はお互
いが共有している情報について言及するものと規定した。
　これらの分類をもとに「非明示的表現」がどのような意図で使用されているのかについて
分析・考察を行った。その結果、最も多く現れたのは「話し手の状況」について言及するも
のであった。自分のために相手に行為要求をすることが多いため、･･相手に対する言及を避
け、自分の事情のみを語ることによって、･･相手に状況を察してほしいと考えていることが
分かる。またこの分類は、さほど親しくない関係において多く見られ、「すみません」と共
起している場合が多かった。また「聞き手の状況」が使用されるのは、話し手と聞き手が共
同でなんらかの作業を行っている場合や、一緒に行動している状況で多く見られた。相手の
状況に言及することになるためであるからか、今回探した用例で見る限り、「聞き手の状況」
は全て親しい関係において現れていた。つまり親密な関係においてしか使用できない表現で
あるとはいえるのではないだろうか。また「周辺的状況」は、聞き手が行為要求を行うべき
立場にいることが明確であるなど、立場・役割から見て、行為要求の当然性が高い場合に多
く見られた。「共有状況」は、緊迫した状態において行為要求をする時、つまり、行為要求
に緊急性がある場合に多く見られた。
　今後は、「上下関係」や「親疎関係」から見る「非明示的表現」について分析・考察して
いきたい。
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発表概要　２
初対面雑談会話における
「日本人／外国人」及び「日本人／○○人」成員カテゴリーについて
Membership Categorizations in First Encounter Conversations 
―Focused on ‘Japanese/Chinese’ and
 ‘Native Speakers/Non-Native Speakers’ Categories―
嶋原耕一 (Koichi SHIMAHARA)
東京外国語大学大学院博士後期課程・日本学術振興会特別研究員
Tokyo University of Foreign Studies, JSPS Research Fellow
【キーワード】　成員カテゴリー、初対面会話、会話分析
Membership･Categorizations,･First･Encounter･Conversations,･Conversation･
Analysis
　先行研究では、接触場面における「日本人／○○人」及び「母語話者／非母語話者」の成
員カテゴリー化が、母語話者から非母語話者への権力作用として捉えられることが多かった。
本研究では、非母語話者の発話をきっかけとする当該成員カテゴリー化に注目し、どのよう
な場面でそれが生じるのか明らかにすることを目的とした。分析対象として、同じ大学に通
う日本人学生と中国人留学生による、32 会話の初対面雑談会話を用いた。分析の方法とし
てはエスノメソドロジー・会話分析の方法を参考に、詳細な分析から、その場その場で話者
が志向している成員カテゴリーを同定することを試みた。分析の結果、非母語話者の発話を
きっかけに話者が「日本人／中国人」としてカテゴリー化される場面として、「話題を積極
的に展開するとき」と「相手に配慮するとき」が観察された。そして「母語話者／非母語話者」
としてカテゴリー化される場面としては、「非母語話者であることの困難を伝えるとき」と
「冗談を言うとき」が観察された。「話題を積極的に展開するとき」の成員カテゴリー化の分
析からは、これまで母語話者から非母語話者への権力作用として指摘されていたことが、非
母語話者から母語話者に対しても起こりうることが示唆された。しかしほとんどの場合、非
母語話者は成員カテゴリー化を通して、話題の展開や相手との親密化を意図していることが
窺われ、明らかな対人上の問題は見られなかった。
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発表概要　３
含意的否定のイメージスキーマ
―日本語の否定動詞「守る」をめぐって―
Image Schema of Implicit Negation
―A Case Study of Japanese Negative Verb:Mamoru―
王秋霞（QiuXia WANG）
北京大学博士後期課程
Peking University
【キーワード】　含意的否定、否定動詞、守る、イメージスキーマ、語彙概念構造
Implicit･Negation,･Negative･Verb,･Mamoru,･Image･Schema,･LCS
含意的否定 (implicit･negation) とは一般的な否定意味を表す分析的形式、例えば、「な
い」、「ん」などの否定標識を用言にくっつける形式と異なって、否定詞を用いずに総合的
な形式で否定を表すものである。一見、Yoko･Iyeiri･ (2010) は英語の avoid,･ forbid,･prohibit,･
prevent,･hinder などの含意的否定を持つ動詞の歴史的発展を論じた。類型論から見ると、
日本語の動詞「防ぐ」も語彙概念構造の中に否定の意味素性が含まれていると推論できる。
一方、以下の例のように、「守る」は、「防ぐ」と項構造が同じである。しかし、「防ぐ」
と同様に含意的否定を持っているか否かに関しては検討が必要である。
（1）予想される東海地震から市民の生命を守るため、木造住宅などの耐震化を進めてい
ます！　　　　　　
（2）初冬に収穫がすんでいない秋野菜も、霜の害から防ぐことができます。
本研究は日本語の動詞「守る」の語彙概念構造を通して、否定的な意味素性があって、「守
る」は含意的意味を持っている否定動詞であることを論証する。さらに、「～は～から～を
守る」という構文形式に適する「守る」は複雑述語として、下位事象のタイプによって、「起
動的影響」「直接影響」及び「間接影響」の三種に分かれている。それぞれ中国語の類似的
な表現と比較しながら、その項構造と語彙概念構造を詳しく説明する。そして、含意的否定
意味を持っている「守る」は否定形式のほうが厳しく制限されている。それはその対義語の「防
ぐ」で「語義溢出」（semantic･overflow）をした結果であろうと推論できる。それに対して、
中国語の類似的な現象は否定余剰という方法で表すことを説明する。
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発表概要　４
敬語表現とその学習に関する日本語学習者の意識調査
Research on Awareness of “Keigo ” 
by Learners of Japanese as a Foreign Language
佐々木瑛代　（Akiyo SASAKI）
国際基督教大学大学院博士前期課程
International Christian University
【キーワード】　日本語学習者、意識調査、敬語表現、スタイルシフト、敬語教育･
Learners･of･Japanese,･Research･on･Awareness,･Keigo ･Expressions,･Style･
Shifting,･Keigo ･Education･
　従来の敬語教育においては、教科書の敬語が扱われる特定の課が学習項目の中心となり、
形式や語彙としての指導やモデル会話の暗記という形の教育が行われてきたが、これらは敬
語教育の問題点として挙げられるようになった。「敬語」とその教育に関しては様々な議論
があるが、体系的な知識としての「敬語」に対して、それを使っていかに的確に表現してい
くかという待遇表現としての「敬語表現」という考え方もあり（蒲谷 ,･1998）、それを習得
するにはまず、その考え方を理解する必要がある（坂本 ,･2002）ことも挙げられている･。
　今後はどのような敬語教育をしていくのかという議論は尽きないが、学習者の視点から今
後の敬語教育を考えていく研究は少ないため、本研究では、学習者の敬語についての認識や
敬語教育に対するニーズと、日本語教師の認識や実際に行っている授業とのギャップを可視
化するため、中級レベルの日本語学習者である大学生３人と日本語教師３人にインタビュー
を行った。その結果、学習者はシステムとしての敬語としてまた、「尊敬語」として捉える
傾向にあったのに対し、教師は敬語をスタイルの違いとして、「待遇表現」として捉えていた。
また敬語の学習に必要なこととして、学習者は主に語彙や語形の練習を挙げていたのに対し、
教師はスタイルシフトのための場の認識を挙げた。さらに学習者の意識と授業にもギャップ
があり、授業では、設定された状況で敬語の練習などを行っているが、日常で敬語の必要性
を感じる場面はないと答えた学習者もいた。
　このように、学習者の捉える敬語と、教師が考える敬語のギャップは大きく、スタイルシ
フトのための教育が学習者に浸透していないことから、今後は学習者が敬語を必要とする状
況を再検討していくとともに、コース全体で、スタイルシフトのための教育に力を入れるこ
とを検討しなければならないのではないだろうか。また、日本語学習者へのさらなる意識調
査を行うことで、学習者の視点からも今後の敬語教育を考えていく必要があるだろう。
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発表概要　５
親族内における呼称について
―ウズベク語と日本語との対照的観点から―
A contrastive study on the use of the address terms for 
kinship in Uzbek and Japanese
ハルナザロフ・マムルジョン（Maamoorjon HALNAZAROV）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　社会言語学、ウズベク語、親族語、呼称、視点
Sociolinguistics,･Uzbek,･Kinship,･Address,･Viewpoint
　本発表では、ウズベク語と日本語の親族内における呼称表現を整理・分析し、両言語の類
似点と相違点を明らかにすることを試みた。具体的には、ウズベク人話者と日本人話者を対
象に行ったアンケート調査に基づいて、親族・姻族に呼びかけたり言及したりする際の親族
呼称について、相手との距離や年齢の上下、相手の社会的地位といった様々な対人的要因と
の関わりを詳細に検証した。調査結果によって明らかになった両言語の呼称表現の異同は以
下の諸点にまとめられる。
①･･･両言語とも、親族成員間での呼びかけにおいて、世代の上下が呼称の使い分けの基準に
なっており、上位世代の親族は親族語で呼びかけ、下位世代の親族は名前や愛称で呼び
かけるという点で共通している。なお、日本語では、上位世代の親族に対して「名前＋ちゃ
ん／さん」で呼びかける例も観察されたが、ウズベク語ではそのような用例は見られな
い。
②･･･ウズベク語では、同世代の親族に対する呼びかけにおいても年上か年下かの区別は厳格
に守られており、兄・姉のみならず、年上のいとこに対しても親族語で呼びかけるのが
普通である。一方、日本語では、兄・姉に対して名前やあだ名など非親族呼称を使用す
る人が多く、同世代間の年齢の上下はそれほど重要視されていないようである。
③･･･ウズベク語では、祖父母やおじ・おばの場合（いとこの場合は言及用法に限って）、父
方と母方で形式の相違が見られるが、日本語においては、そのような区別は見られない。
④･･･ウズベク語では、親族語の指示対象は年上の親族に限らず、年下の親族に対しても親族
語を用いて呼びかけることが可能である。一方、日本語では、年下の親族に対して親族
語で呼びかける用例は見られない。
　両言語とも、自分より下の世代の親族との会話では、親族の誰かについて話す時、自分と
言及の対象者との親族関係を直接表現しないで、年少者の立場に立って間接的に表現する。
しかし、ウズベク語では、完全に子供の身になりきるのではなく、所有二人称接辞を付けて
「あなたの」と言わなければならない。
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･ 3.･ 丁文博（北京外国語大学北京日本学研究センター博士後期課程）
･ ･ 日本語の音声形態における有対動詞の対応関係
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･ ･ 部首と語彙マップを活用した漢字学習の実践研究
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発表概要　１
身体語彙「アタマ」の意味拡張のメカニズム及び方向性
Cognitive semantic extension mechanism and direction 
of Japanese body-lexicon “atama”
楊玲（Ling YANG）
北京外国語大学日本学研究センター博士後期課程
Beijing Foreign Studies University
【キーワード】　「アタマ」、メカニズム、メタファー、メトニミー、方向性
Atama,･Mechanism,･Metaphor,･Metonymy,･Direction･
　同じ身体構造を持つ人間がいかにしてこの世界を認知するのか、その背後に隠される人間
の認知能力の一般性への探究は認知言語学の課題とされてきた。言語能力と同じように、認
知能力も人間としての、生まれながら、他の動物と区別がつき、特別かつ重要な能力の一つ
である。人間はまず自分の日常生活に近いものから、現有の知識を生かしながら、簡単なも
のから、複雑なものへと理解を深めるようになると思われる。それゆえ、身体部位は人間の
認知の基盤とされ、それに対する研究は認知能力への探究の出発点ともいえよう。
　身体語彙「アタマ」の意味拡張からどのような認知的なメカニズムが見られるか。メタ
ファーリンク及びメトニミーリンク作用により、基本義としての身体部位名詞から「集団の
アタマ」という抽象的な社会関係を示す意味へと展開され、複数の意味の間にどのような方
向性が現れてくるのか。本稿では認知言語学の関連理論を用いながら、それら一連の問題を
解明しようと試みる。
　考察した結果、身体語彙「アタマ」の多義性、すなわち基本義から転義への意味拡張はメ
タファーとメトニミーが同時に重要な役割を果たすことが明らかになった。「アタマ」の意
味拡張において身体部位から物体部分詞へ、さらに空間、時間、社会関係へと人間に身近な
モノから抽象的なモノへという方向性が示され、Heine（1991;･1997）の研究結果と一致性
が呈示されている。
　われわれ人間は異なった国と文化の下に育てられても、同じ身体を持っているので、ある
程度概念 ･思考を共有していることは言うまでもない。それと同時に、人間の思考の一部は
社会・文化・言語によって影響を受け、違った様相を呈しているとも考えられる。身体語彙「ア
タマ」の意味拡張から観察される意味拡張のメカニズム及び方向性はほかの身体語彙にも同
じ傾向が見られるか。それに、同じアジア漢字圏に位置づけられる中国語と韓国語でも同様
の言語現象が観察できるのか。日本語に限らず、研究範囲を広め、汎言語的に認知の普遍性
を追求することを今後の研究課題としたい。
日本語・日本学研究第 7 号（2017） 165
発表概要　２
韓・日両国の新語の造語法に関する一考察
A Study on Word-Formation Patterns in 
Neologism of Korean and Japanese
林希晋（Heejin LIM）
韓国外国語大学大学院修士修了
Hankuk University of Foreign Studies
【キーワード】　新語、造語法、語構成、日本語、韓国語
Neologism,･Word-formation･Pattern,･Word･Structure,･Japanese,･Korean
　韓国と日本の新語を考察することを通じて、各国の言語習慣を把握することにその目的が
ある。日本と韓国で 2010 年から 2014 年の間に新しく現れた新語を対象に、各国の新語を造
語法によって分類した。先行研究を参考に新しい分類基準を作り、韓国語と日本語の新語対
照を容易にした。
　造語法は語構成の面からみて、大きく「単純語の場合」と「合成語の場合」に分け、この
範囲に入らない造語法は「特殊語の場合」に分類した。「単純語の場合」はまた「語基創造」「語
基借用」「語基縮約」に、「合成語の場合」は「複合」と「派生」に分けて、またそれぞれを
「語基保持」と「語基縮約」に分けた。「特殊語の場合」は「日本語」と「韓国語」に分類した。
　まず、「単純語」の「語基創造」は擬音語や擬態語の例しか現れなかった。次に、「語基借
用」は単純語の中でその例が最も多かった。それは既存の「借用」の機能を超えて、より詳
細な言葉の定義と意味を使い分ける機能もあるからである。また、「語基縮約」の多くが外
来語を縮約して長さを縮める目的の新語であった。特に、日本語の例が韓国語より多かった
が、韓国語の場合、原語の閉音節の開音節化が日本語ほど起こらないためであると思われる。
　次に「合成語」の「複合」は最も基本的で便利な造語法であり、両国で最も高い割合を占
めていた。中でも、造語力の高い複合と言語の経済性を求める縮約が同時に利用された「語
基縮約の複合」が最も多かった。「派生」は二番目に多かったが、その理由として、一、接
辞一語をつけることで意味を添えることができる、二、比喩的に使われることが多いからで
ある。
　最後に、「特殊語」は日本が韓国より多くみられた。特に「ＫＹ語」は「結合＋縮約」の
造語力の高い組合であった。また、漢字、ひらがな、カタカナ、ローマ字の豊富な文字体系
を利用した造語法が多くみられた。一方、韓国語は発音にかかわる造語法が多くみられた。
その理由を韓国語の「맞춤법（正書法）」とみて、発音と表記を混用した造語法はこれから
も多くみられると見込んだ。
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発表概要　３
日本語の音声形態における有対動詞の対応関係
A Study on Derivational Relationship of Transitive
and Intransitive Verbs in Modern Japanese
丁文博（WenBo DING）
北京外国語大学北京日本学研究センター博士後期課程
Beijing Foreign Studies University
【キーワード】　有対動詞、両極化、自動詞化接尾辞、他動詞化接尾辞、対応関係
Transitive/Intransitive･Pairs,･Polarization,･Transitivization･Suffix,
Intransitivization･Suffix,･Transderivational･Relationships･
　日本語の動詞のうちに、形態的に対をなすとみなしうる自動詞と他動詞が存在することは
古くから指摘されてきているが ( 佐久間 1936 など )、音声形態における自動詞と他動詞が対
応するとみなされる認定の基準は如何になされるべきかについて多くの学者に注目されてき
た ( 佐久間 1936、奥津 1967 など )･。本稿では、音声形態における語幹が共通する自動詞と
他動詞、即ち有対動詞を考察の対象にし、実証的立場からデータ調査を行い、その対応する
タイプの数を査証し、代表的な接尾辞を見出し、さらに音声形態的においての有対自他動詞
の音韻の特徴素を究明してみたい。
　本稿に使われた概念と有対動詞の用例は、日本の国語学の先行文献、主に島田 (1979) を参
考にしつつも、現代文法の理論や分析方法をも取り入れたものである。また、論証は、現代
日本語で標準語として使われている言語資料に基づいて、それを観察、分析するという「共
時的」方法を採用する。
　自動詞と他動詞の対応する例語を 337 対 ( これらの用語は主に島田 (1979：617-640) に挙げ
た動詞と簡 (2002) にまとめた動詞を考察の対象とする )･収集するし、また、有対動詞の対応
関係は主に湯＆簡 (2002) の分析に参考して、論述するものである。ことにより、それらの音
声的特徴を記述して、十二組のパターンと分類し、かつ一般化する。しかし、極少数の自他
の対応の種類の中には、一対または二対しか持たず、一般化の言語資料とはなり得ないので、
考察の対象としない。
　有対動詞の音声類型の中で、最も例語の多い ( 動詞総数 337 対の中の 78 対、全体例の
22.37％を占める ) のが、自動詞化接尾辞 ｢-ar-｣ と他動詞化接尾辞 ｢-e-｣ が対応するタイプ
である。また、｢-ar-,-e-,-i-,-r-,-re-,-¢-｣ の自動詞化接尾辞が含まれる自動詞と･｢-e-,-as-,-os-,-se-
,-s-,-¢-｣の他動詞化接尾辞が含まれる他動詞は有対動詞を成しているとのことが分かった。殊
に、「-e-」は自動詞化接尾辞であろうか他動詞化接尾辞であろうかが、有対動詞のどちらの
ほうも同時に存在することはできない。
　また、有対動詞の他、即ち無対動詞と自他同形動詞の音声形態的にはどのような特徴が示される
か、代表的な接尾辞はどのような特徴素があるかと本稿では取り扱わず、将来の研究課題としたい。
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発表概要　４
日本語学習者におけるノダ形式と終助詞の習得と維持
―クラッシェンのインプット仮説の観点から―
Acquisition and maintenance of Noda and Final Particle Sentences in Japanese:
Applying Krashen’s Input Hypothesis
梁乃允（Naeyun YANG）
韓国・中央大学校大学院博士後期課程
CHUNG-ANG University Graduate School 
李吉鎔（Kilyong LEE）
韓国・中央大学校
CHUNG-ANG University 
【キーワード】･ノダ形式、終助詞、習得、維持、インプット仮説
Noda･form,･Sentence-final･Particle,･Learning,･Maintenance,･Input･hypothesis
　本研究では、韓国語母語話者 4名の日本語によるフォーマルな談話資料（2001 年 -2002 年、
それぞれ 3回の継続調査による全 12 談話）を材料として用いて、文末のノダ形式と終助詞
の習得の様相を分析した。その後、学習者 4名のうちHT氏に焦点を絞り、上記期間の談話
資料（以下、〔習得期〕とする）と、帰国後の約 10 年経った時点（2012 年‐ 2014 年）に、
1年おきに 3回実施した談話収録資料（以下、〔維持期〕とする）を分析し、習得と維持の
両面について、クラッシェンのインプット仮説の観点から分析した。その結果は、次のよう
にまとめられる。
　まず、学習者は、日本語の文末表現を「言い切りの文→終助詞付加文→ノダ形式付加文→
ノダ形式と終助詞付加文」の順序で積み上げ式の習得を行い、特にノダ形式付加文は過去形
に接続して用いる。それは李吉鎔 (2010) が明らかにした、丁寧体において活用が難しくなる
環境で形態的手続きの複雑な〈マス形式〉を回避し、普通形に機械的に〈ンデス〉をつけて
いくといった簡略化の結果を追認するものである。
　次に、HT氏についてクラッシェンのインプット仮説を参照すると、〔習得期〕は「i+1」
の途中にあり、「+1」を積極的に使用する段階であると考えられる。HT氏の〔習得期〕に
おける「i」は、言い切りの文とノダ形式付加文であり、「+1」は終助詞付加文と、ノダ形式
と終助詞付加文であると考えられる。そして、新しい習得が行われないHT氏の〔維持期〕
においては、「i」は言い切りの文とノダ形式付加文、終助詞付加文とノダ形式+終助詞付加
文のすべてであり、「+1」の事象は存在しないことになる。
　最後に、第 2言語の維持や摩滅の観点からは、HT氏の〔維持期〕は磨滅が起こっている
と考えれば、「i-1」の状態になる。ここで「-1」は終助詞付加文と、ノダ形式と終助詞付加文
である。HT氏の〔習得期〕は、ノダ形式と終助詞付加文の過剰般化による独自体系の構築期 (+1
の段階 )にあたるため、〔維持期〕においては独自体系の構築が緩和されたものと考えられる。
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発表概要　５
部首と語彙マップを活用した漢字学習の実践研究
A Practical Study of Learning Kanji Characters 
Using Vocabulary Map and Radicals
パーチャリー・ウィワッタナパタピー（Pajaree WIWATANAPATAPHEE）
タマサート大学大学院日本研究科修士課程
Thammasat University
【キーワード】　語彙マップ、漢字学習、部首、非漢字圏日本語学習
Vocabulary･Map,･Kanji･Learning,･Radicals,
Non-Kanji･Background･Learners
　タイ人日本語学習者にとって漢字学習は一つの大きな課題である。なぜなら、漢字とタイ
文字は違いがあり、タイ語文字は表音文字であるのに対して、漢字は表意・表語文字である。
また、音訓読みの他にも、さまざまな読み方がある。さらに、学習者は自分で読み書き練習
をし、丸暗記することが多いので、漢字学習を負担に感じ、漢字学習に対する動機が弱くなっ
てくる。そのため、漢字学習にマイナスの印象を持ってしまう。そこで、部首と語彙マップ
を活用した漢字語彙学習法を実践し、その有効性を検証することとした。
　本稿の目的は、部首と語彙マップを活用した漢字学習法の有効性の検証と、非漢字圏のタ
イ人学習者にとっての効果的な漢字学習法を提案することである。
　漢字の部首の形と意味の結びつきと、関連のある漢字の語彙マップに着目した。被験者で
ある、初中級のタイ人学習者 18 名に、部首てへん「扌」を含む漢字と漢字語彙をマップに
書き込ませた後、その漢字語彙を使って例文を作らせた。辞書ツールの使用を許した。その
結果、1）10 分で平均 13 語の漢字語彙が書き込まれている、2）思いついた語彙よりも辞書
で調べた語彙の方が多い、3）難しい漢語を書き込んでいるが、例文作成の時は簡単な和語
が使われる傾向がある。漢字語彙の意味は理解できても、その用法が定着していないことが
うかがえる。また、質問紙調査では、「部首と語彙マップの手法は面白く、学習効果を実感
できたが、語彙力が不十分であるため、負担が大きく、積極的に取り組む気持ちになれない」
という意見があった。部首と語彙マップを用いた指導法は、学習者の漢字に対する興味・関
心を喚起することはできるが、学習者の漢字力を強化するにはさらなる工夫が必要だと示唆
された。
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Ⅶ「文学」（2016 年 7 月 20 日）105 室
･ 1.･ 田尚文（国立台湾大学大学院修士課程）
･ ･ 三島文学のミソジニー
･ ･ ―『仮面の告白』を中心に―
･ 2.･ ファテメ・ボルジェルディー　（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 漱石の作品における女性像の展開と「死」
･ 3.･ ディアン・アンニサ　ヌル　リダ　（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ ･村上春樹のコミットメント：『アンダーグラウンド』と『神の子どもたち
はみな踊る』の研究
･ 4.･ 曺喜眞（東京外国語大学大学院博士後期課程）
･ ･ 日本の「和歌」と朝鮮の「時調 ( シジョ )」における「恋歌」の対比研究
･ 5.･ 沈姝彦（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 村上春樹作品における人物の受動性について
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発表概要　１
三島文学のミソジニー
－『仮面の告白』を中心に－
The misogyny in Mishima Literature
—Focusing on “Confessions of a Mask”—
田尚文（ShangWen TIEN）
国立台湾大学大学院修士課程
National Taiwan University
【キーワード】　三島由紀夫、ミソジニー、仮面の告白、ジェンダー、ホモソーシャル
Mishima･Yukio,･Misogyny･,･Confessions･of･a･Mask,･Gender･,･Homosociality･
　社会学者、アラン・G・ジョンソンによれば、ミソジニー（女ぎらいとも）はある種の「文
化的態度」とある。その態度とは、女性が女性であるというだけで、強い嫌悪（あるいは憎
しみ）を持つこと、とある。上野千鶴子のミソジニー研究で取り上げられることの多い日本
近現代男性作家は、ミソジニーの状況を犯した。その中で、三島由紀夫に対して、上野氏は
このような結論を出した。
　･上野：セクシュアリティは、本能というより社会的な条件で決まりますから、真正ホモか
仮性ホモかなんていう問い自体は本当いうとまったくナンセンスです。それが許容される
社会条件に自分がたまたまめぐりあって自己発見するまでは、自分が本当にホモかどうか
もわからない人もいるでしょう？彼は中途半場なホモとして生きるしかないような時代に
生まれた。だから、彼は男を愛しながら、女に性欲を感じてしまう自分をー。
　富岡：自分がいやでしょう。
　･上野：なんでこんなに汚れたものに自分が魅かれねばならぬのか。それがウーマン・ヘイ
ティングになっている。
　この引用によると、三島由紀夫のミソジニーはホモとしての身分と関係が深いとも言える
であろう。『男流文学論』の中で、三島の女ぎらい作品として指摘された作品は三冊もあるが、
三島由紀夫自身の経験ともっとも繋がりの深い作品はやはり、『仮面の告白』である。この
ため本稿では、『仮面の告白』を中心に分析したい。つまり、『仮面の告白』の女ぎらい描写
を中心に分析し、三島文学の女ぎらい特徴を探求したい。
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発表概要　２
漱石の作品における女性像の展開と「死」
The Changing Feminine Figure in Soseki’s Works and the Meaning of Death 
ボルジェルディ・ファテメ（Fatemeh Borujerdi） 
東京外国語大学博士前期課程 
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　夏目漱石、初期作品、女性像、ファンタジー、ネーピア、死
Natsume･Soseki,･Early･works,･Feminine･Figure,･Fantasy,･Napier,･Death
　日本の国民作家である漱石の大半の作品には「女性」と言う現象の役割は否定できない。･
『漾虚集』『三四郎』『それから』『門』『こころ』等、彼の作品では恋愛が取り扱われた物が多い。
このように我を通して非我を表現する、客観的焦点と情緒的要素の結合で自身が住んでいた
国〈日本〉とその近代での変更と成長を表現することを創作家の職務として主張していた漱
石は、どのようにそのあらゆる作品の中で「女性像」を使って自分が定義する創作家として
の役割を果たして、明治の日本の有様を描いているのであろうかを、この研究で分析してい
きたい。
　そのため、彼の作品を三つの期間に分けて、それらに現れる女性像を日本の歴史的出来事
の流れや彼自身の生活の出来事の流れで分析する。
　1904 ～ 1908〈ファンタジーの時代：女性の死〉研究のプレッシャー等に巻き込まれ、キャ
リア的、国民的と個人的な生活の不和に切り裂かれていた時期であり、彼の作品の特定のパ
ターンは前近代の世界の陰を被ったファンタジーの世界が多く描かれた上、恋愛関係の中の
女性は「死」に至るあらすじがしばしば現れる。
　1909 ～ 1914、漱石のこの時期の作品に現れる主人公は、前期で「死」によって奪われた
女性像を「無理をして」手に入れようとする。しかし、強く重視されているのは、主人公の
その行動がもたらす「永遠の苦痛」である。この時期の日本は韓国併合を進め、明治天王が
1912 年に逝去し、時代は大正に移り、1914 年に日本が第一次世界大戦に参戦する。
　1915 ～ 1916 道草 / 明暗〈女性の自我の成長〉女性運動、第一次世界大戦ヘの参戦とそれ
に続く対中国の二十一ヵ条要求。
　本発表では主に研究の対象となっているのは漱石の初期作品であり、ネーピアのファンタ
ジーにおける女性像の分析、とハートマンの文学におけるファンタジーの定義を使って、そ
れらの作品によって日本に起こっていた文明開化は、日本人の人生にもたらす「神経衰弱」
や「空虚感」を、報われぬ愛の刹那さと女性像の死に託して、表現していることが明らかに
なる。
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発表概要　３
村上春樹のコミットメント：
『アンダーグラウンド』と『神の子どもたちはみな踊る』の研究
Haruki Murakami’s Commitment:
Research on “Underground” and “All God’s Children Can Dance”
　　　
ディアン　アンニサ　ヌル　リダ（Dian Annisa Nur Ridha）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　コミットメント、阪神淡路大震災、東京地下鉄サリン事件、社会性、暴力
Commitment,･ the･Great･Hanshin･Earthquake,･Tokyo･ Subway･ Sarin･
Attack,･Social,･Violence
　1995 年は近代日本にとって重要な転換期といえる。･二つの事件が起こり、･･1 月 17 日に起
こった阪神淡路大震災、3月 20 日に起こった東京地下鉄サリン事件である。村上春樹はそ
の二つの事件に影響を受け、コミットメントをしている。
　『アンダーグラウンド』は 1997 年に発表され、サリン事件の被害者という「こちら側」対
非被害者という「あちら側」の対立を見逃した社会やマスコミへの批判である。オウム真理
教というのは「他人事」ではなく、･･自分自身の影の部分（アンダーグラウンド）にあるもの、
つまり「一種の合わせ鏡」的なものである。『アンダーグラウンド』に連載された証言の中
で、職業が個人を表すものとして重要視されている。『アンダーグラウンド』に登場した人々
は全てそれぞれの仕事に対して責任感を持った。それぞれの人に与えられた職業と責任が戦
後の日本の社会を支えてきた。要するに、『アンダーグラウンド』に描かれている人々はそ
れぞれの仕事にコミットしていた。村上も小説家という彼の職業に「コミット」した。『ア
ンダーグラウンド』に与えられたコミットメントは後に展開し、村上文学に大きな影響を与
えた。これまでの村上の作品はほとんど一人称という視点で書かれていたが、『アンダーグ
ラウンド』以降の作品はほとんど三人称という視点で書かれている。
　『アンダーグラウンド』を執筆した後、初めての三人称の小説は 2000 年に発表された短編
集『神の子どもたちはみな踊る』である。この短編集で「暴力」というのは様々な「べつの
もの」として捕えられ、人間の内面にもその「暴力」が発生し、それを自分自身の一部とし
て受け入れ、「暴力」と戦わなければならない。
　村上の初期作品はほとんど「社会性」を否定した。しかし、･･『ねじまき鳥クロニクル』と『ア
ンダーグラウンド』によって村上は「社会性」に目覚めた。したがって、･･『アンダーグラウ
ンド』は村上文学の転機だというのも過言ではない。村上はポストモダンな世界を脱出し、
小説家としての「コミットメント」を実感し、社会へ帰還することになった。
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発表概要　４
日本の「和歌」と朝鮮の「時調 ( シジョ )」における
「恋歌」の対比研究
Comparative Studies of Waka and Korean poetry Sijo focused on Love poems
曺喜眞（Heejin CHO）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　和歌、時調、恋歌、朝鮮文学、比較文学
Waka,･Sijo,･Love･poems,･Korean･literature,･Comparative･literature
　本発表は、日本の「和歌」と朝鮮の古詩歌「時調（シジョ）」という両国を代表する詩歌
における「恋歌」（男女の愛を詠んだ歌）を、双方に影響を与えた中国文学にも目を配り対
比検討を行うものである。両詩歌の具体的な作品を対比することで浮かび上がる共通点や独
自の広がりを明らかにしながらより深層的に検討することを目的とする。まず日韓（日朝）
の「恋歌」を対比するための軸を、両詩歌に共通して現れている「恋の進展過程」に置いて、
さらに共通して現れる内容である「求愛・憧憬」と「まつ・うらむ」の二つに分け、それぞ
れの詩歌における「恋歌」の様相や表現上の特徴を探っていく。
　時調は圧倒的に離別の歌の方が多く、「求愛・憧憬」の歌は少ないが、中でも特徴的なのは、
女性から男性に詠みかける歌が少なくないということである。これは和歌にはほとんど見ら
れないことである。女性作家が詠んだ求愛の歌は、男性の立場から詠んだ作品になるので和
歌においての求愛の歌は男性のものと言っても過言ではない。和歌の場合、恋愛の段階が進
み恋愛における男女の主導権が逆転しても、「恋歌」に関しては詠み手のジェンダーに注意
しなければならない。
　時調における「恋歌」は妓女の作品が際立っている。朝鮮時代の士大夫の時調が自然と調
和して生きることや、王に対し忠誠を誓う内容など観念的表出にとどまったとしたら、妓女
たちによって創作された時調は素直な情緒の表出であるといえる。また、別れを詠んだ「ま
つ・うらむ」の時調では、葛藤の原因は常に「님（ニム）」にあり、不在する恋人との関係
を回復することを強く望み、来世、即ち生まれ変わり姿を変えてでも、「님（ニム）」と一つ
になり「恨」を晴らしたいと詠むパターンの歌が多い。それに対して和歌では、恋人の不在
に対するひとりの悲しみを吐露することに重点を置き、さらに諦念により葛藤を解消しよう
とする様相が表れている。　
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発表概要　５
村上春樹作品における人物の受動性について
The passivity of characters in Murakami Haruki’s works
･
沈姝彦（ShuYan SHEN）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　受動性、1970 年代、高度資本主義社会、情報社会、主題
Passivity,･1970s,･Highly･developed･capitalism,･Information･society,･Themes
　村上春樹は 1979 年に『風の歌を聴け』で、デビューした。デビューして以来、日本だけ
でなく、海外でも高い人気を博した。しかし、彼に対する評価はずっと賛否両論がある。議
論の一つは彼の創った人物の受動的な姿勢である。この創作の特徴は多くの評論家や作家か
ら認められ、また、批判されている。
　初期三部作において、主人公・「僕」は自分の内部世界を披露せず、他者の内部にも踏み
込まず、外界の状況や出来事に対して抵抗しないまま、受け流す姿を見せている。このよう
な外界に対して無関心で、主体性を持たない受動的な設定は 1970 年代という物語の時間と
関連していると考えられる。７０年代の初めは情念的な政治季節が終焉を迎え、経済の高度
成長からゆたかな時代へとともに散文的な個人の時代にも移った。村上は三部作において、
古い時代が去り、如何に喪失の多い、急速の変化が遂げた新しい時代で生きていくか、少な
くとも彼がどのように生き残ったかを我々に伝えている。過去と決着をつけ、未来に向かっ
て進むことは彼が三部作の主人公に託した受動性の企みだと思われる。
　また、『羊をめぐる冒険』から 80 年代までの作品群において、村上春樹は社会の急速の変
化よりも、社会の複雑性に注目しはじめた。この時期の作品は高度資本主義社会・情報社会
で個人が大量の情報や資本を得て利用しながら、･･無意識のうちに資本や情報によって動か
れ、主体性を失いつつ、生きていくことを描かれている。とりわけ、『羊をめぐる冒険』の「僕」
と『ダンス・ダンス・ダンス』の五反田君はその典型的な人物である。村上はこれらの作品
において人の主体性を奪う高度資本主義社会・情報社会の危険性を提示している。
　本発表は村上春樹がデビューから 80 年代の作品を取り上げ、作品に登場した人物の受動
性を分析することを通して村上春樹が 80 年代まで注目していた二つの主題を明らかにする
ことを試みた。
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Ⅷ「文化」（2016 年 7 月 20 日）106 室
･ 1.･ 吉岡祥平（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ アニメーションにおける視覚的リアリティの表現方法の変化についての研究
･ ･ —『鉄腕アトム』と『攻殻機動隊』の対照から—
･ 2.･ 陸子惠（シンガポール国立大学日本研究博士後期課程）
･ ･ 二・五次元舞台男性俳優のアイドル性
･ 3.･ 戴佩如（台湾・東海大学日本語言文化学系修士課程）
･ ･ 「318 立法院占領運動」のジェンダー規範
･ 4.･ 小美濃彰（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 山谷からの地域史からオリンピックを見る
･ 5.･ 林恭平（東京外国語大学大学院博士前期課程）
･ ･ 芝会社の貧民救済から見る明治初期東京の「組」と「町」
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発表概要　１
アニメーションにおける視覚的リアリティの
表現方法の変化についての研究
—『鉄腕アトム』と『攻殻機動隊』の対照から—
Research of the change of visual verisimilitude in animation
—Comparison between “Astro Boy” and “Ghost in the Shell” —
吉岡祥平 (Shohei YOSHIOKA)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　アニメーション、リアリティ、迫真性、『攻殻機動隊』、『鉄腕アトム』
Animation,･Reality,･verisimilitude,･“Ghost･in･the･Shell”,･“Astro･Boy”
　本発表ではアニメーションのリアリティということについて、視覚的な側面から変化が起
きたということを示した。リアリティとは歴史的にアニメーションが最も発展させてきた部
分でありながら現在までほとんど研究の対象とされてこなかった。従っていかなる側面で変
化が起きたのかということを具体例に則して説明した。
　研究の対象としたのはテレビアニメーション作品『鉄腕アトム』と劇場アニメーション作
品『攻殻機動隊』である。この 2作品を対照した理由は 2つある。まず第 1に『攻殻機動隊』
は映像制作者からリアルであると評価されている。そのためアニメーションのリアリティに
着目する本発表においては最適な素材であると考えられる。第 2に『鉄腕アトム』と『攻殻
機動隊』はどちらも人間ではなく機械の身体を扱っており、比較対照の条件を揃えることが
できるという点で適当であると考えられたためである。
　変化が起きたカテゴリーを観察から 3点指摘した。1：身体の描写。2：複雑物の描写。3：
記号論的変化。第 1の身体の描写は 2点の下位分類に分けられる。1：破壊される身体。2：
意識的に身体を動かす描写。第 2の複雑物の描写も 2点の下位分類に分けられる。1：複数
オブジェクトの描写。2：自然物の描写。第 3の記号学的変化は劇中に登場する火器の描写
が変化していることを指摘した。
　以上の比較対照から 5点の結論が引き出された。『鉄腕アトム』から『攻殻機動隊』にか
けてアニメーションの描写は以下のように変化した。1：状況から具体的に影響を受けるよ
うになった。2：慣性に従う身体が描かれるようになった。3：より複雑なタイミングでオブ
ジェクトを動かすようになった。4：整合的な時間・空間を描くようになった。5：イコン性
を持つようになった。これらを総合するとオブジェクト同士の論理的関係を重視する傾向が
見出され、この差異がリアリティの感覚を支えていると結論した。
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発表概要　２
二・五次元舞台男性俳優のアイドル性
Idolized Male Actors of 2.5-Dimensional Theatre
陸子惠　（ZiHui LU）
シンガポール国立大学日本研究博士後期課程
National University of Singapore
【キーワード】　二・五次元舞台、アイドル、少年性、未熟性、両性具有
2.5-Dimensional･Theatre,･Idol,･Shōnensei,　Immaturity,･Androgyny
　2.5 次元舞台とは、既存の二次元漫画、アニメ、ビデオゲームなどを三次元舞台でパフォー
マンスする劇。2.5 次元化にされる原作は基本的に人気がある少年・少女マンガとアニメ。
その特徴のために、若い男性俳優が 2.5 次元舞台の中心になっている。本研究はライブ・ス
ペクタクル「NARUTO－ナルト－」という事例を通して、2.5 次元舞台男性俳優の肉体の
表現方式はアイドルと似ている、そして、少年性は 2.5 次元舞台男性俳優が人気になるの主
な理由という二つの論点を提出した。
　精神分析学によれば、少年という段階は「man-to-be」の状態にいる。いわゆる、少年は
ある程度の権威と力を持っているが、大人の男とはまた違う。少年性は「未熟性」と「両性
具有」という二つの要素がある。
　未熟性は生理的と能力的な成長をしている状態を意味する。･少年は成熟な男に成長して
いる途中、自身の能力や人格はまだ未熟だと思われる。だが、その未熟こそが発展途上のア
イドルの最大の魅力となる。2.5 次元舞台に改編された原作の主人公は大体少年、少女。俳
優の演技の経験もかなり浅い。2.5 次元舞台にとって、演技不足なので、一生懸命頑張って
いる姿を見せられたら、観客は満足できる。
　両性具有は「美少年」の審美観念と関わる。･美少年は美しい顔、繊細な体、優雅な行動を持っ
ている人。こういうイメージは間違いなく女性化な特徴を反映している。さらに、少女漫画
から発展した「ボーイズラブ」（BL）ジャンルは両性具有の審美をより深めた。BLは同性
愛と違う、男性化キャラクターと女性化キャラクターのラブストーリーで異性愛者の女性読
者の妄想を叶える物語である。こういう関係の中では、女性化されたキャラクターはほとん
ど両性具有の美少年。2.5 次元舞台作品は性別の境界線を曖昧にする。男の子みたいな女性
キャラクターもあり、重要な男性キャラクターはほとんど美少年である。
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「318 立法院占領運動」のジェンダー規範
Gender Norms in March-18-Occupy-Taiwan-Legislature Movement
戴佩如（PeiJu DAI）
台湾・東海大学日本語言文化学系修士課程
TungHai University
【キーワード】　318 立法院占領運動、ジェンダー規範、対抗性
March-18-Occupy-Taiwan-Legislature･Movement,･Gender･Norms,
Counter･Culture
　「318 立法院占領運動」は 2014 年 3 月 18 日に始まった台湾史上初めて、国会を占領した
前代未聞の社会運動である。年齢、職業、性別など、それぞれの背景の違う参加者がある意
味で密閉された国会の議場で一緒に過ごし、彼らは自分たちの生活／文化も作りあげたとい
える。利用可能の場所が限られ出入りもきちんと把握される議場のなかで、彼らが共有した
ジェンダー規範に注目し、その生成過程と変化を、参加者へのインタビューとメディア報道
を材料に跡付けてみた。発見したことを時間に沿って並べてみて運動中のジェンダー規範の
有り様を推測した。三つの変化が見られる。一つ目は組織化／組分けの変化だ。運動の初期
に男女の活躍する姿が見られるが、組分けてから男は発言や力／体の必要の仕事を、女は人
のお世話や庶務的な仕事を担うように変わって、表舞台から女性の姿が消えてしまった。二
つ目はメディアの注目の変化だ。メディアは限られた人に注目する。男性への注目は最後ま
であったけれど、女性は最初だけがあって運動が継続するにつれだんだんなくなった。男性
と女性への言及の仕方もかなり違っていた。三つ目は女性性を出さなくなるという変化だ。
初期は参加者それぞれ自分なりの服装だった。占領の継続のためたくさんの物資が入ってき
たけれど、それの中には化粧品などは含まれていないし服も男女通用の服だった。後期にな
り、男は女をセックス相手として見てはいけないセックス禁止というルールも出てきた。こ
の三つの変化を通して、彼らが意図的に主流文化のジェンダー規範を運動に持ち込んでいた
と考えられる。これに対して疑問を持ち抵抗する参加者もいたけれど、多くの参加者は運動
の焦点は別のところにあると考え、あるいは問題意識を持たず、抵抗せず同化していった。
結局、この運動はジェンダー規範という点で体制への対抗性をもつには至らなかった。
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山谷からの地域史からオリンピックを見る
An approach to the Tokyo Olympic Games 
through the local history of Sanya district
小美濃彰 (Akira OMINO)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　オリンピック、山谷、寄せ場、スペクタクル、地域史
Olympic･Games,･Sanya･district,･“Yoseba ”,･spectacle,･local･history
　本報告では、オリンピック研究の一つのアプローチを探っていくことを目的とした。そこ
で探求されるべきアプローチとは、各オリンピックに共通する理論を組み立てることではな
く、オリンピックを人々がどのように経験し、当時の意識や自身のおかれていた状況の中で
どのように動いていったのかを、具体的に記述していくようなものである。そこで研究対象
として着目したのが山谷地区であり、その戦後史である。
　山谷という地名はすでに地図上から消えているが、東京都台東区清川・日本堤を中心に、
簡易宿泊所が密集する地区の呼称として用いられており、また、大阪・釜ヶ崎、横浜・寿と
並ぶ日本三大寄せ場の一つとしても知られ、現在すでに小規模になったとはいえ、日雇労働
者と求人が集積地としての寄せ場の機能はまだ消失していない。しかし、主に単身日雇労働
者らの高齢化や、2002 年日韓 FIFAワールドカップを契機とする旅行者による簡易宿泊所
の利用増加により、山谷を語るフレームは「日雇い労働者のまち」から「福祉のまち」、「観
光客向けの安宿」へと移り変わっている。さらに、山谷へのビジネスホテルの新規参入やマ
ンション建設、そして都市再開発の東京東部、ウォーターフロントへの回帰といった動きに
目を移すと 2020 年東京五輪 ( 予定 ) が一つの鍵として浮かんでくる。
　他方、前回の東京五輪が開催された 60 年代は、寄せ場労働者を中心とする山谷暴動や行
政による山谷対策 ( マンモス交番 (1960 年 ) や城北福祉センター (1965 年 ) の登場など ) が動
きを強めた時代であるが、そうした流れの中で 64 年東京五輪が山谷とどう関わりあってい
たのかの記述は管見のかぎり、わずかである。しかし、「オリンピック開催時における山谷
対策について」( 東京都公文書館蔵 ) からも分かるように、この時代の山谷や山谷対策とオ
リンピックとの関係は希薄でないはずである。
　このような問題意識のもと、山谷の地域史を改めて掘り起こすことで、スペクタクルとし
てのオリンピックの外装を引き剝がし、その実相を照射するための視座が開けるのではない
だろうか。
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芝会社の貧民救済から見る明治初期東京の「組」と「町」
“Kumi” and “Cho” in Tokyo of The Beginning of Meiji Era from 
The Viewpoint of The Relief of The Poor
林恭平（Kyohei HAYASHI）
東京外国語大学博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　都市、貧民救済、明治初期、江戸 - 東京、都市社会集団
City,･The･Relief･of･The･poor,･The･Beginning･of･Meiji･Era,･Edo-Tokyo,
Social･Group
　近代都市の形成過程についての研究は盛んに行われているものの、明治初期を、更には近
世都市からの過程を踏まえて分析されたものは非常に少ない。本発表はその空白を埋める一
端となるものである。対象とした地域は芝新網町を中心とした地域で、取り上げた史料は「芝
会社窮民取扱綴込」である。芝新網町は明治中期のルポルタージュなどから「貧民窟」とし
て描かれることが多いが、その地域がもともと持っていた構造に迫ったものは皆無であるた
め、貧民窟研究にも重要な示唆を与えられると考える。
　吉田伸之氏の先行研究から近世都市の基礎的単位である個別町と、町会所などの救貧体制
を踏まえた上で、明治二年から行われた芝会社の貧民救済について分析した。その結果、明
らかになったことは、明治初期の東京においても近世以来の枠組みはまだ生きているという
こと、だがそれと同時に、町会所をはじめとする救貧体制が限界を迎えていたことも事実で
ある、ということであった。芝会社は複数の町にまたがった「組」で「無利足貸渡」を行う
システムであったが、それは返済も含めて町年寄を介して行われた。更には金を借りた者の
世話も町年寄が担当し、町の枠組みにそって行われていることがここからわかる。もうひと
つわかることは、芝新網町という地域の性格である。出資者の名簿には、新網町の者は記載
されておらず、いかに裏店、其日稼の者が多かったかがうかがえる。同じ番組に属していて
も貧富の差は激しく、裕福な町が貧しい町のために事業を行うという構図であろう。
　最後に、芝会社の工作場について言及する。芝会社の取り組みとして、芝新網町内部に「窮
民共紙漉水引炭団等製方場所」があった。「無利足頭貸渡」で救済できないものに、日用働
の生業を斡旋して、生活を維持させる目的があった。元々海沿いの土地を埋め立てた芝新網
町では、多くの日用層が存在していたと考えられ、その救済が大きな目的のひとつであった
のである。
